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 （１０時００分 開  会） 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   おはようございます。 

      本日の出席議員は７名です。 

定足数に達しておりますので、ただいまから令和４年第１回幌延町議会定例会を開

会します。 

ただちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、配付されているとおりです。 

 

日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定に基づき、議長において１ 

番高橋秀明君、２番佐藤忠志君を指名します。 

 

日程第２ 「会期の決定」の件を議題とします。 

   お諮りします。 

   本定例会の会期は、本日、３月１０日から１４日までの５日間にしたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、会期は本日、３月１０日から１４日までの５日間に決定しました。 

 

   日程第３ 「諸般の報告」を行います。 

   議長としての報告事項は、配付した資料のとおりです。 

   以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

   日程第４ 「行政報告」を行います。 

   町長、教育長から、順次、行政報告を求めます。 

町  長 野々村   仁 君 

   それでは、幌延町議会３月定例会の開催にあたり、一般行政の執行状況について、

ご報告いたします。 

新型コロナウイルスワクチンの３回目接種につきましては、２回目接種を完了した

日から８ヵ月経過を基本とし、各自治体の状況等により６ヵ月以上で前倒しすること

が可能とされたことから、ワクチンの配分時期や配分量を踏まえ、２回目接種から６

ヵ月以上経過する６５歳以上高齢者及びこざくら荘や北星園の施設入所者や施設従事

者を対象に、先月下旬から接種を開始し、今月５日までに希望する方々への接種を完

了しております。 

また、６４歳以下の住民への接種は、今月５日に問寒別地区で集団接種を実施した

ほか、今週末の１２日と１３日には保健センターを会場に集団接種を実施する予定で、

先行接種を実施した医療従事者と高齢者等を含め、２回目接種が完了した住民の８割
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強の方々への接種が完了する見込みとなりました。 

なお、今日現在、本町へのワクチン配分量が、残りの３回目接種希望者数に達して

いない状況であり、残念ながら全接種希望者に対し、年度内に完了することはできま

せんが、今後のワクチン配分計画等に基づき４月以降についても、順次接種機会を設

けていくこととしております。 

また、５歳から１１歳までを対象とした小児接種につきましては、対象者約１３０

名に対し、１００回分のワクチン配分があったことから、定員を５０名として今月６

日に１回目を実施、２回目接種は３１日に実施予定となっています。 

小児用ワクチンにつきましても、追加配分が決まり次第、４月以降に接種機会を設

けていくこととしております。 

   そのほか、一般的な事務事項につきましては、お手元にお配りした資料のとおりと

なっております。 

以上、第１回幌延町議会定例会の行政報告とさせていただきます。 

教 育 長 木 澤 瑞 浩 君 

幌延町議会３月定例会の開催にあたり、教育行政の執行状況について、その概要を

ご報告いたします。 

はじめに学校教育について申し上げます。 

各学校においては、新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら、学年末の学習

のまとめや卒業式などに向けての学習活動に取り組んでおります。 

特に、１人１台端末を活用した日常の学習活動はもとより、オンライン授業や家庭

学習でも、発達段階に応じた取組が進められております。 

令和３年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査の北海道教育委員会が作成する報

告書に、本町の状況等を掲載することに、幌延町教育委員会も同意しました。体力・

運動能力状況の一部分、一側面でありますが、他の市町村と同様に北海道教育委員会

のＨＰで公表されます。町民の皆さんには、広報誌でそのインフォメーションを掲載

する予定であります。 

部活動では、幌延中学校吹奏楽部２名が、１月１６日に稚内市で開催された、令和

３年度稚内地区管楽器個人コンクールに参加し、金管の部・チューバ独奏で２年の濱

下透空さんが、木管の部・フルート独奏で、同じく２年の辰巳朋楓さんが、それぞれ、

銀賞を受賞しました。来年度の更なる活躍を期待するところです。 

次に、社会教育について申し上げます。 

各社会教育施設は、道内や管内の新型コロナウイルス感染状況を注視しながら、徹

底した感染予防対策を講じ、利用者の皆さんのご協力を得ながら、施設運営に努めて

おります。 

各種社会教育事業につきましても、国、道からの通知に基づき、慎重に執り進めて

いるところでございます。 

１月５日には、新成人１１名参加の下、令和４年成人式を無事開催することができ

ました。 

少年団活動では、バレーボール少年団、幌延ジーライズが、１月８日から江別市で

開催された第３８回北海道小学生バレーボール選抜優勝大会において、道北地区代表
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として出場し、見事に全道大会初優勝を果たしました。その功績が認められ、町から

スポーツ奨励賞が授与されます。 

また、幌延中３年門田昊哉さんが野球で、札幌大谷中３年清水健州さんがバレーボ

ールで、それぞれ全道や全国規模の大会で優勝するなど、その輝かしい活躍が認めら

れ、町からスポーツ奨励賞が授与されます。今後の更なる活躍を大いに期待するとこ

ろです。 

以下、教育予算の執行状況、社会教育活動状況等につきましては、別紙資料のとお

りであります。  

以上、概要を申し上げ、幌延町教育行政執行状況の報告といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   以上をもって、行政報告を終わります。 

 

日程第５ 報告第１号「専決処分の報告について」の件を議題とします。 

報告第１号について、提案理由の説明を求めます。 

建設管理課長 島 田 幸 司 君 

   報告第１号「専決処分の報告について」提案理由をご説明申し上げます。 

ご報告いたします専決処分は、令和３年５月２７日に工事請負契約の締結について

議決をいただきました、令和３年度施工下平橋橋梁補修工事において、設計変更によ

り、契約の変更を行うもので、地方自治法第１８０条第１項の規定により、町議会の

専決処分事項の指定に基づき、令和４年１月７日付けで専決処分いたしましたので、

同条第２項の規定によりご報告申し上げます。 

工事請負契約の変更は、当初契約金額５,４６７万円を設計変更により５,４８１万

３千円に、１４万３千円の増額となったものであります。 

変更の主な理由といたしましては、当初、概数として扱っていたコンクリート取壊

し、ガラ処分、運搬などの産業廃棄物水量が確定し、増額となったものであります。 

以上、報告第１号、専決処分いたしました、工事請負契約の変更について、提案理

由の説明といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、質疑を終わります。 

   ただいま、議題となっております、報告第１号は、報告済みといたします。 

 

   日程第６ 承認第１号「専決処分の承認を求めることについて」の件を議題としま

す。 

 承認第１号について、提案理由の説明を求めます。 

総務財政課長 藤 井 和 之 君 

   承認第１号「専決処分の承認を求めることについて」、令和３年度幌延町一般会計

補正予算第６号の提案理由の説明を申し上げます。 

   本件につきましては、令和３年度幌延町一般会計補正予算第６号について、地方自
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治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分しましたので、同条第３項の規定に

より議会の承認を求めるものです。 

   このたびの専決処分による補正予算については、国の令和３年度補正予算に組み込

まれた新たな給付金の制度で、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、子

育て世帯及び住民税非課税世帯等に対し臨時特別給付金を速やかに支給する体制を整

備する必要があるため、令和３年１２月１４日付けで専決処分をしております。 

   １ページをお開きください。 

   第１条第１項歳入歳出予算の補正につきましては、既定の歳入歳出予算にそれぞれ

８,２０９万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４６億５,８２６万４千

円にしております。 

   第２項、第１表歳入歳出予算補正について、説明いたします。 

   ２ページをお開きください。 

   始めに歳入ですが、１４款国庫支出金で８,２０９万５千円の増、歳入合計も同額

となっております。 

次に、３ページの歳出ですが、３款民生費で８,２０９万５千円の増、歳出合計も

同額です。 

   以下、歳出、歳入の順で補正予算の内容について、説明いたします。 

   始めに歳出ですが、１６ページをお開きください。 

   冒頭でご説明いたしました、新たな給付金の制度で、児童を養育している者の年収

が９６０万円以上の世帯を除く子育て世帯に対して、０歳から高校３年生までの子ど

も１人当たり１０万円の臨時特別給付金を支給するため、３款１項１目社会福祉総務

費に、子育て世帯等臨時特別支援事業４,０８２万９千円を新規計上です。 

   予算の内訳は、給付金の対象児童数を４０１名と見込んで、子育て世帯等臨時特別

支援事業給付金４,０１０万円、事務費として、主管課である保健福祉課職員の超勤

手当５５万９千円、消耗品費１０万円などを新規計上しております。 

   また、住民税非課税世帯等に対して、１世帯当たり１０万円の臨時特別給付金を支

給するため、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業４,１２６万６千円を新規計上

です。 

   予算の内訳は、給付金の対象世帯数を４００世帯と見込んで、臨時特別給付金４千

万円、事務費として、対象世帯の抽出作業等を行うため臨時特別給付金システム導入

業務４２万１千円、主管課である住民生活課職員の超勤手当３６万３千円、会計年度

任用職員の給料１４万８千円などを新規計上しております。 

   次に歳入ですが、１４ページをお開きください。 

   子育て世帯等臨時特別支援事業及び住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業に要す

る経費については、全額国庫補助対象のため、１４款２項２目民生費国庫補助金にお

いて、歳出と同額の子育て世帯等臨時特別支援事業４,０８２万９千円、住民税非課

税世帯等臨時特別給付金事業４,１２６万６千円を新規計上でございます。 

   以上、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて」の提案理由といたしま

す。 

議  長 高 橋 秀 之 君 
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   これより、質疑を行います。 

４  番 植 村   敦 君 

   この事業は、これ受給者が申請して初めて成立する事業なのか、それとも対象者に

は必ず配布される事業なのか、お聞きします。 

保健福祉課長 村 上 貴 紀 君 

まず、子育て世帯への臨時特別給付金のほうにつきましては、私のほうから、お答

えさせていただきますが、児童手当受給児童につきましては、申請行為なしで、１２

月の２９日で、対象者２３３名には支給をしております。 

ただ、児童手当受給が町のほうからされていない公務員世帯ですとか、高校生のみ

の世帯につきましては、申請行為が必要ということになっておりまして、本日現在、

当町のほうで把握しております世帯１件、３名についてはまだ未申請ということでは

ありますけれども、申請期間３月末ということですので、個別にご案内をしていくと

いうようなことで、今現在進んでいるところでございます。 

住民生活課長 古 草   勝 君 

   私のほうからは、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金についてご説明いたし

ます。 

   この給付対象者は、令和３年度の住民税均等割が非課税の世帯に対し支給されるも

のでございますけども、当町で把握が出来ます方につきましては、こちらのほうから

文書をお送りして、自動的に支給すると。口座を確認していただいてうちのほうから

振り込むということで３０６世帯に対して、こちらのほうから確認書を送付して、支

給を進めております。 

   また、令和３年１月２日以降に幌延町に転入された方につきましては、当町のほう

で住民税の非課税が判断出来ませんので、そういった方につきましては申請書を提出

していただいて、うちのほうで確認した上で支給するという形になっております。 

   あと家計急変世帯に対する支給もございますけども、こちらは完全に各世帯からの

申請に基づいて支給するということになっておりますので、うちのほうで、自動的に

支給するというものではございません。 

４  番 植 村   敦 君 

それで、住民の非課税世帯の臨時給付金っちゅうのは、今のお話ですと３０６世帯

に配布してるということなんですけども、残りの９４世帯ですか、予算からいくと。

申請しないと支給出来ないということで、本人にはこれ、各通知はちゃんと行くよう

になっているんでしょうか。 

住民生活課長 古 草   勝 君 

お答えいたします。 

   当初当課のほうで非課税が判明してる方については、こちらのほうで郵送しており

ますけども、申請が必要な方につきましては、広報紙、それから告知端末を使って、

申請書を挟み込んでお知らせ等々をしております。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   よろしいですか。 

（植村議員「はい」） 
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ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、質疑を終わります。 

   お諮りします。 

   ただいま、議題となっております、承認第１号は、討論を省略し、原案のとおり承

認することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって本案は、原案のとおり承認されました。 

 

日程第７ 同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて」の件を議題とします。 

同意第１号について、提案理由の説明を求めます。 

町  長 野々村   仁 君 

   同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについ

て」の提案理由を申し上げます。 

現在、幌延町固定資産評価審査委員会の委員である大平昌司氏につきましては、３

月１７日をもって任期満了となりますので、引き続き、大平氏を選任いたしたく、議

会の同意を求めるものです。 

大平氏の住所は、幌延町字下沼２７４番地。生年月日は、昭和２８年７月３１日生

まれで、満６８歳です。 

今回、固定資産評価審査委員として議会の同意を求める任期は、令和４年３月１８

日から令和７年３月１７日までであります。 

大平氏には、幌延町固定資産評価審査委員会委員を、平成１６年３月から６期１８

年間の長きに渡り、中立的な立場でご尽力いただいているところであります。 

大平氏は、地域からの信望も厚く、人格、識見とも優れた方であり、これまで蓄積

された豊富な知識や経験を基に、固定資産評価に対する不服等を審査していただくに

は適任と考えておりますので、ご同意のほどお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、質疑を終わります。 

   お諮りします。 

   ただいま、議題となっております、同意第１号は、討論を省略し、原案のとおり同

意することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって本案は、原案のとおり同意されました。 
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日程第８ 議案第１号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」の件を議題とします。 

議案第１号についての提案理由の説明を求めます。 

総務財政課長 藤 井 和 之 君 

   議案第１号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」、提案理由を説明申し上げます。 

   この度の改正は、令和３年の人事院勧告による、公務員人事管理に関する報告及び、

国家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出により、妊娠、出

産、育児等と仕事の両立支援をより柔軟に利用が図られるため関係法律の改正などの

措置がされております。 

   本町においても、国家公務員の育児休業等の制度の改正に準じ、非常勤職員の育児

休業及び部分休業の取得に係る要件を緩和すること等を行うため、追加条文や字句の

削除など、所要の改正をしようとするものです。 

   議案並びにお配りしました新旧対照表も併せてご覧願います。 

   第２条第１項第３号は、育児休業の取得要件のうち、引き続き在職した期間が１年

以上であるとの要件の廃止をするため、規定文が含まれる同条同号のアの（ア）を削

除し、以降を繰り上げる改正でございます。 

   第１８条第１項各号の改正は、先ほどと同様に取得要件のうち、引き続き在職した

期間が１年以上であるとの要件の廃止をするため規定の号を削除することによる、現

行規定文を集約する改正となります。 

   第２２条第１項は、妊娠又は出産等についての申出があった場合における措置等に

ついては、申し出のあった職員に対し、育児休業に関する制度などの事項を知らせる

とともに、育児休業の承認の請求に係る当該職員の意向を確認するための面談その他

の措置について、第２項は、当該職員が不利益な取扱いについて行わないよう、従前

は明確化されておりませんでしたので、より厳格な規定とするため、追加する改正で

ございます。 

   第２３条の改正については、勤務環境の整備に関する措置として、育児休業に関す

る研修や相談体制など、勤務環境の整備について明確化するため、国家公務員並びに

地方公務員の育児休業等に関する法律改正に準じて、条文を追加する改正となってお

ります。 

   附則でありますが、この条例は、令和４年４月１日から施行しようとするものです。 

   以上、議案第１号の提案理由といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、質疑を終わります。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっております議案第１号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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   異議なしと認めます。 

   よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   日程第９ 議案第２号「令和３年度 幌延町一般会計補正予算」の件を議題としま

す。 

議案第２号についての提案理由の説明を求めます。 

総務財政課長 藤 井 和 之 君 

   議案第２号「令和３年度 幌延町一般会計補正予算 第７号」について、提案理由

の説明を申し上げます。 

   今回の補正予算につきましては、歳入では、普通交付税の交付額確定による増、特

別交付税の交付見込額の増、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の増、

令和２年度からの繰越金で繰越明許費分を除いた純繰越金を全額計上したことによる

増などです。 

歳出では、産業・地域振興センター空調設備改修事業の増、基金管理事業の増、新

型コロナウイルスワクチン接種事業の増、問寒別地区草地畜産基盤整備事業の増、問

寒別地区道営畑地帯総合整備事業の増、大雪の影響による道路維持管理費の除雪業務

委託料の増、燃料費の高騰による各学校施設の燃料費及び光熱水費の増、それ以外の

ものについては、今年度実施している各事業の決算見込みの精査による補正が主なも

のでございます。 

   １ページをお開きください。 

   第１条第１項、歳入歳出予算の補正につきましては、既定の歳入歳出予算にそれぞ

れ４億８３０万７千円を増額し、歳入歳出それぞれの予算総額を５０億６,６５７万

１千円にしようとするものです。 

   第２項第１表歳入歳出予算補正の主な内容について説明いたします。 

   ２ページをお開きください。 

   始めに歳入ですが、１款町税９５７万円の増、１０款地方交付税３億４,７７７万

円の増、１４款国庫支出金６,１４７万３千円の増、１５款道支出金２,２１６万３千

円の増、１８款繰入金６,３５３万４千円の減、１９款繰越金５,２１９万１千円の増、

２０款諸収入８５１万５千円の増、２１款町債３,２１０万円の減などで、歳入合計

４億８３０万７千円の増額補正です。 

   次に３ページの歳出ですが、２款総務費４億８,２０６万２千円の増、３款民生費

４,５９９万７千円の減、６款農林水産業費１,８９９万８千円の減、７款商工費７１

４万７千円の減、８款土木費３３５万１千円の増、９款消防費４６５万４千円の減な

どで、歳出合計４億８３０万７千円の増額補正です。 

   第２条繰越明許費ですが、４ページをお開きください。 

   第２表繰越明許費については、令和４年度に繰り越して使用することができる経費

は、２款１項総務管理費の産業・地域振興センター空調設備改修事業１億４,００３

万円、２款３項戸籍住民基本台帳費の社会保障・税番号制度システム整備事業２６７

万９千円、６款１項農業費の問寒別地区草地畜産基盤整備事業８８０万円、同じく６

款１項農業費の問寒別地区道営畑地帯総合整備事業２,７５０万円、７款１項商工費
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の地域内消費促進緊急対策プレミアム商品券発行事業１,１９５万円の５事業になり

ます。 

   第３条債務負担行為の補正ですが、６ページをお開きください。  

   第３表債務負担行為補正については、新型コロナウイルス対策資金融資利子補給事

業において、令和３年度中に実施した融資に係る令和４年度以降の利子補給額につい

て、債務負担行為を設定する必要があるため、債務負担行為の期間を令和４年度まで

とし、限度額を２万１千円に設定する補正でございます。 

   第４条地方債の補正ですが、８ページをお開きください。 

   第４表地方債補正については、国の補正予算による増額と決算見込みの精査等によ

るもので、既定の地方債限度額の合計６億４,５２０万円を６億１,３１０万円に補正

するものです。 

   地方債の限度額を補正する主なものは、ソフト事業の過疎地域自立促進特別事業５,

７６０万円を８,２５０万円に、問寒別地区草地畜産基盤整備事業１,４００万円を１,

５９０万円に、問寒別地区農業用水道施設改修事業１億１,３１０万円を１億９５０

万円に、問寒別地区道営畑地帯総合整備事業３,７３０万円を５,３２０万円に、上幌

延開進地区農業用水道施設改修事業６，０００万円を５,７１０万円に、下水道施設

改修事業１,０１０万円を６７０万円に、臨時財政対策債１億６,１６０万円を１億２

５０万円に補正するものです。 

   以下、歳出、歳入の順で補正予算の主な内容について説明いたします。 

   ３８ページをお開きください。 

   １款１項１目、議会費の議会運営費では、議員活動に要する経費の決算見込みの精

査により２４２万３千円の減です。 

   ２款１項２目、自治振興費の産業・地域振興センター空調設備改修事業では、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して、老朽化により頻繁に故障

している空調設備の改修に併せ、一体的に換気設備等を改修することにより、公共施

設での感染機会を削減し、利用者が安心して貸事務所等を使用することができる環境

を整備するため、産業・地域振興センター空調設備改修工事１億４,００３万円の新

規計上です。 

   次のページ、集落支援活動運営事業では、集落支援分野を担当していた地域おこし

協力隊員の退職等による決算見込みの精査により１,１１７万３千円の減です。 

   ４２ページをお開きください。 

   ２款１項７目、企画費の公共交通対策管理費では、大雪の影響により無人駅の除雪

に要する経費の予算不足が見込まれるため、無人駅等維持管理業務２５０万３千円の

増、沿岸バスに対する補助金の確定により、生活交通路線等維持費１６６万７千円の

減、まちづくり事業では、決算見込みの精査により２５９万８千円の減です。 

   ４４ページをお開きください。 

   ２款１項１２目、諸費の基金管理事業では、今後の地域振興対策に要する経費の財

源として、ふるさと創生基金３５０万円の増、次のページになりますが、翌年度以降

の公共施設等の補修に要する経費の財源として、公共施設等整備基金１億６２０万円

の増、今後の地域公共交通対策に要する経費の財源として、先の１２月定例会で議決
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いただき、新たに設置しました地域公共交通活性化基金への積立金２億５千万円の新

規計上です。 

   ２款３項１目、戸籍住民基本台帳費の社会保障・税番号制度システム整備事業では、

マイナンバーカード所有者の転出入手続のワンストップ化に向けて住民記録システム

を改修する必要があるため、社会保障・税番号制度システム整備業務２６７万９千円

の増です。 

   ４８ページをお開きください。 

   ３款１項１目、社会福祉総務費の社会福祉管理費では、決算見込みの精査により、

幌延町社会福祉協議会への補助金３８４万６千円の減、外国人介護福祉人材育成支援

の貸付金１７９万６千円の減です。 

   次のページ、国民健康保険診療所特別会計繰出金では、国民健康保険特別会計から

の国保直診運営費補助の増額により、一般会計から国民健康保険診療所特別会計への

繰出金２,６３７万３千円の減です。 

   市民後見人制度推進事業では、幌延町権利擁護事業の委託先である幌延町社会福祉

協議会の人員体制が整備されなかったため、委託業務内容を変更し５８２万４千円の

減です。 

   ３款１項３目、老人福祉費の後期高齢者医療費では、後期高齢者医療特別会計の決

算見込みの精査により、後期高齢者医療特別会計繰出金３４４万９千円の減です。 

   ３款１項４目、障害者福祉費の障害者福祉管理費では、次のページとなりますが、

新型コロナウイルス感染症の影響により、留萌北部地域子ども発達支援センターが閉

所したことに伴い、給付費収入が当初の見込みを下回ることから、３町の負担金を増

額する必要が生じたため、子ども発達支援センター事業１９２万円の増です。 

   ５６ページをお開きください。 

   ４款１項２目、予防費の新型コロナウイルスワクチン接種事業では、４月以降に予

定していた６４歳以下の一般の方に対する３回目のワクチン追加接種を３月に前倒し

して実施することに伴い、新型コロナウイルスワクチン接種事業４６６万６千円の増

です。 

   ５８ページをお開きください。 

   ６款１項２目、農業振興費では、今年度内に補助申請が見込まれないため、幌延町

酪農・肉用牛増産近代化施設整備事業で１,５００万円の減、幌延町生乳生産拡大事

業で１，０００万円の減です。 

   ６款１項３目、畜産業費の問寒別地区草地畜産基盤整備事業では、国の補正予算に

よる増額と決算見込みの精査による減額により７６１万円の増です。 

   ６０ページをお開きください。 

   ６款１項６目、農地開発費の問寒別地区道営畑地帯総合整備事業では、国の補正予

算による増額と決算見込みの精査による減額により１,５９１万２千円の増、決算見

込みの精査により、問寒別地区農業用水道施設改修事業で３３３万８千円の減、上幌

延開進地区農業用水道施設改修事業で２７３万６千円の減です。 

   ６２ページをお開きください。 

   ７款１項１目、商工振興費の地域内消費促進緊急対策プレミアム商品券発行事業で



 - 14 - 

は、新型コロナウイルス感染症が長期化する中、売上低迷が続く町内事業者への消費

誘導及び地域内消費拡大の下支えを目的にプレミアム付き商品券の発行に要する経費

として、１,１９５万円の新規計上、次のページになりますが、決算見込みの精査に

より、幌延町商工業等振興促進事業で１，０００万円の減、幌延町商工業経営力向上

促進事業で３５５万６千円の減です。 

   ６６ページをお開きください。 

   ８款２項１目、道路維持費の道路維持管理費では、大雪の影響による公共施設等の

除雪に要する経費の増嵩により、除雪業務２,８６２万１千円の増です。 

   ６８ページをお開きください。 

   ８款２項４目、橋梁新設改良費の橋梁長寿命化改修事業では、決算見込みの精査に

より５９４万５千円の減です。 

   ８款３項２目、下水道費の下水道事業特別会計繰出金では、下水道事業特別会計の

決算見込みの精査により、下水道事業特別会計への繰出金８４２万１千円の減です。 

   ７０ページをお開きください。 

   ８款４項２目、住宅建設費の公営住宅長寿命化改修事業では、決算見込みの精査に

より５８８万５千円の減です。 

   ９款１項１目、常備消防費の北留萌消防組合負担金では、高規格救急車整備事業等

の決算見込みの精査により３５０万７千円の減です。 

   ７２ページをお開きください。 

   １０款２項１目及び１０款３項１目、学校管理費では、原油価格の高騰により、各

学校の施設維持管理に要する燃料費及び電気料の予算不足が見込まれるため、小学校

総務費で２９１万２千円の増、中学校総務費で１５１万４千円の増です。 

   ７６ページをお開きください。 

   １０款４項６目、体育振興費では、社会体育事業の決算見込みの精査等により、社

会体育振興管理費３６万９千円の減です。 

   次に歳入ですが、２６ページをお開きください。 

   １款１項１目、個人町民税では、所得が当初の見込みを上回ったことにより、個人

町民税９９６万８千円の増です。 

   １款２項１目、固定資産税では、償却資産の新規取得等により、固定資産税５３６

万２千円の増です。 

   ２８ページをお開きください。 

   １０款１項１目、地方交付税の普通交付税では、令和３年度分の交付決定額２０億

８,７７７万円と現行予算との差額３億１,７７７万円の増、特別交付税は２億３，０

００万円の交付を見込み現行予算との差額３，０００万円の増です。 

   ３０ページをお開きください。 

   １４款１項３目、衛生費国庫負担金では、新型コロナウイルスワクチン接種事業に

対して、新型コロナウイルスワクチン接種対策費４５２万５千円の増です。 

   １４款２項１目、総務費国庫補助金では、産業・地域振興センター空調設備改修事

業の財源として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金４,２６７万円

の増、社会保障・税番号制度システム整備事業２６７万９千円の新規計上です。 
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   １４款２項２目、民生費国庫補助金では、国民健康保険診療所において、ＰＣＲ検

査等無料化事業の実施に必要な検査機器等の購入費に対する財源として、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２００万円の新規計上です。 

   １４款２項６目、商工費国庫補助金では、地域内消費促進緊急対策プレミアム商品

券発行事業の財源として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１，０

００万円の増です。 

   １５款２項１目、総務費道補助金では、地域コミュニティ形成事業等に対して、地

域づくり総合交付金５００万円の新規計上です。 

   ３２ページをお開きください。 

   １５款２項６目、教育費道補助金では、総合体育館等感染症予防対策事業に対して、

地域づくり総合交付金１,１４０万円の新規計上です。 

１５款２項７目、商工費道補助金では、食ブランド創出・まちの拠点計画調査事業

に対して、地域づくり総合交付金４１０万円の新規計上です。 

   ３４ページをお開きください。 

   １８款、繰入金では、基金を充当している各事業の決算見込みの精査により、ふる

さと創生基金繰入金で４,３１２万円の減、ふるさと応援基金繰入金で１,０９０万円

の減、公共施設等整備基金繰入金で５４０万円の減です。 

   １９款、繰越金では、令和２年度決算における繰越額から繰越明許費分を除いた純

繰越金１億４,１２４万７千円と現行予算との差額５,２１９万１千円の増です。 

   ２０款４項４目、農林水産業費受託事業収入では、問寒別地区草地畜産基盤整備事

業の受益者負担分で、国の補正予算による増額と決算見込みの精査による減額により

５７８万２千円の増です。 

   ３６ページの２１款、町債につきましては、第４条地方債の補正で説明しています

ので省略をさせていただきます。 

   以上、議案第２号「令和３年度 幌延町一般会計補正予算 第７号」の提案理由の

説明といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

   質疑の方法は、歳出一括、歳入一括、総括の順序で行いたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 

３  番 斎 賀 弘 孝 君 

   ４１ページなんですけども、集落支援活動運営事業ということで、今説明の中で、

隊員さんが１名退職されたということで、減額予算が載ってるんですけども、多分問

寒別地区の隊員さんのことかなと思って、質問します。 

   必要だから２名入れて、また必要であるから今、問寒別地区にコミュニティのやっ

ております。 

   これ補充とかね、そういうのをなぜ早急にしないのか。減額しないでですね、しな
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いのかお伺いしたいのが１点目です。 

   それと、２点目にですね、４９ページなんですけども、貸付金で外国人介護福祉人

材育成支援ということで、幌延町令和２年に委員会にもかかりましたけど、この人材

育成協議会、東川町がヘッドになって、今やってるとこだと思うんですけども、当初

の予定では、今年ですね。今年の４月、令和４年の４月からですね要望人数２名とい

うことで、いろいろ協議会に２年から加入してやっていたんですけども、その成果が

どの程度、この人材育成支援で現れてきたのか、実際に、本当に４月から２名来るの

かどうか。それをお伺いしたいのが２点目です。 

   ３点目は、５７ページ、新型コロナウイルスワクチンの接種事業なんですけども、

事業の仕方の中で、今回は電話の受け付けを行いました。 

   前回と全く受け付け方法が私は違ってると思いまして、同じ日、同じ時間帯に、幌

延町、それから問寒別地区、皆さん、電話で受け付けをした、５台の電話を用意して

くれたんですけども、６０回かけたよとか１００回かけても全然電話つながんないと、

町民の間からですね、なぜ幌延町の人たちと問寒別の人たちをね、同じ時間でこの５

台の電話でね、やるようにしたんだと。何回電話しても繋がらないとこういうふうに、

５台の電話を使ってやる、このメリットがどこにあったのか。前回の方法の方がよか

ったんではないかと思います。 

   どういうメリットを考えて、この事業をやったのか。３点をまずお伺いします。 

企画政策課長 角 山 隆 一 君 

   それでは１点目にいただきました、集落支援活動運営事業にかかるご質問にお答え

いたします。 

   ご質問ございましたとおり、集落支援でですね、問寒別で主に勤務する職員が、４

月に退職ということで、その後の補充なんですけれども、集落支援の地域おこし協力

隊の募集にあたりましては、お試しですとか、地域にですね、馴染むようなイベント

を行いながら、深く入っていただこうというようなことで、お試しのですね、協力隊

事業とセットで考えておりましたが、退職された後、コロナのですね、緊急事態等々

ありまして、ちょっとそういった事業組みが出来ない状況で、やむなく１名減の中で

事業を進めておりました。 

   しかしながら１名補充につきましては、来年度ですね２名考えておりますけども、

隊員を導入してですね、この事業を進めていくというような考えで、令和３年につい

てはそういった理由がございまして、なかなか募集、採用まで至らなかったというこ

とでございます。 

保健福祉課長 村 上 貴 紀 君 

   まず外国人介護福祉人材の関係のご質問ですけれども、こちら令和２年度から、協

議会に加盟をしまして、議員おっしゃるとおり、令和２年度では２名の要望を出して

おりましたが、学生数と加盟市町村との希望数との兼ね合いで、マッチングについて

は、令和２年度は１名ということで、マッチングしていただいております。 

   その１名につきましては、令和４年、今年４月１日で、こざくら荘のほうへ採用と

いう運びとなるという予定でございます。 

   また令和３年度につきましても、２名で希望は出しておりましたが、また、学生数
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等々との兼ね合いで、マッチングについては１名ということで、決定ということにな

ったことから、予算としましては、１名分の減額補正ということになっております。 

   また、３回目のワクチン接種の予約のとり方につきましては、１回目、２回目等で

もご指摘いただいておりまして、担当課のほうでも、様々な協議等はさせていただき

ましたが、３回目のワクチンの配分量が、２回目接種完了者数に十分なワクチン配分

が、この度、されていなかったということから、３回目接種を希望する方全員に接種

をしていただけるだけのワクチンがないというところから、地域での不公平感がない

ようにということで、このたび最大で、接種機会を設けられる、問寒別地区について

も１５０名ということで、前回１、２回目は１日１２０名ということで、設定はして

おりましたが、今回については最大限接種できるというところの枠を設け、１５０名

で、幌延地区では２６０名前後の接種をするということで実施しました。 

   問寒別地区の方も幌延会場で、幌延市街等々の方も、問寒別会場でというような接

種の希望もあるであろうというところから、今回については電話がつながりにくいと

いうようなお話もいただいておりましたが、問寒別地区幌延地区合わせての日程で、

予約受け付けとさせていただきましたので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

３  番 斎 賀 弘 孝 君 

   わかりました。 

   コロナの予防注射の件なんですけどね、平日であって、平日の朝８時半からもう受

け付けを開始していて、繋がった人から順番にやっていけば、今の限られた人数です

よね。それで、あとはキャンセル待ちということになったんですけども、普通に家庭

にいる方は電話できるかもしれませんけど、やっぱり学校現場にいる、先生方ですね。

それから工場で働いてる人とか。それから、仕事の関係で、電話も繋がらない山の中

にいるような、山で仕事をしている人とかいろんな方がいるんですけども、そういう

方々は、もう電話出来ないですよね。勤務時間、勉強時間、山で圏外に居るとか、そ

ういった方々に何かこう配慮が出来なかったのかなというふうに思ってます。 

   というのは、誰か１人が、例えば学校であれば、教頭先生でも校長先生でもいいか

ら電話して、みんなの分、一遍に受付してやるとか、山に行ってる人がいるんだった

ら、その事業所で、その誰かが、事務の方でも頼んで、そこの人たちの分、皆まとめ

て一遍頼んでもいいよとか、そういうふうな配慮あったんですか。 

   それとも、そういうのも平等で電話をした人が、自分の分だけの受け付けをすると

いうふうにしたのか。今後の何かいい方法、もしかして、また４回目があるようだっ

たら、何かいい改善点があれば、そこら辺もちょっと頭の中に入れといてほしいなと、

もう一度、確認の質問します。 

協力隊について、それもわかりました。 

追加でもう一つはですね、新たな質問なんですけども、ページ数はですね、６５ペ

ージ、観光費の委託料です。町の拠点計画調査業務で３３万の減という予算を使った

んです。これ一体何に予算使われて、どういう形のものが、これ令和３年は残ってい

るのか。残った結果というのはどういうふうにして町民の皆さんにお知らせするのか

お伺いしたいのが１点目です。 

   もう１点同じように４５ページにあります、委託料、バイオガス事業検討支援業務。
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このバイオガスも年度当初、こういうまとめが欲しいんだって思ったとおりのまとめ

の、結果が出たのか。そしてそれはどういうふうにして町民の皆さん、報告成果なり

何かするのか、それをお伺いしたいと思います。 

   それと７１ページです。土木費の住宅建設費、公営住宅長寿命化事業で、公営住宅

の改修５８８万５千円の減ということで、これはどういったものが原因だったのかお

伺いしたいと思います。 

保健福祉課長 村 上 貴 紀 君 

   まず、コロナワクチンの接種の予約受け付けの関係で議員がおっしゃるとおり、平

日の受付としておりますので、学校、お仕事等々で、その時間、自身で電話出来ない

方がいらっしゃるというのは十分承知しております。 

   その中で１回目の受付、３回目の受け付けにつきましても、ご本人ではなくても、

予約に必要な情報が把握して、例えば職場でまとめてですとか、家族の分まとめてと

いうところの受付については、１回目も３回目も、そういうような受け付けの方法は

取らせていただいておりましたので、それでもそういうことを知らなかったというよ

うな方も、もしかしたらいらっしゃるかもしれませんので、この後、また更に、一般

の追加の３回目の接種の第２弾、または第４回目というところでもあるかもしれませ

んので、より町民の方がしやすい受付方法については、この後も引き続き、担当課の

ほうで、協議させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

建設管理課長 島 田 幸 司 君 

   公営住宅補修事業にかかる今回の減額につきまして、どういった理由でというふう

なご質問ですけれども、基本的にはこの金額については、執行残と、入札残というこ

とでございます。 

企画政策課長 角 山 隆 一 君 

   まずは、食ブランドと町の拠点の調査業務について、概要を説明いたします。 

本業務につきましては、町の拠点の検討と食ブランドの開発って、２つのテーマで

取り組んでおりまして、町の拠点の検討に関しましては、今年度は道の駅の視察とい

うことで遠別、名寄ということで、近隣の道の駅のほうの視察をして、状況を確認し

てございます。 

また、食ブランドの調査につきましては、内容といたしましては、新しい特産品の

可能性なんかを調査するんですけれども、今年度につきましては、少量ながら試験栽

培をしてブドウが採れましたので、お酒のメーカーさんとですね、ちょっと協議をし

て試作のワインですとか、その収穫したブドウの評価なんかをしていただいておりま

す。そういった内容、成果につきましては、何らかの形で広報等を通じて、調査の結

果についてはお知らせできればなというふうに思っております。 

またバイオのですね、調査業務につきましては、今年度、勉強会のほう開催してお

ります。幌延地区、問寒地区、各２回行っておりまして、また、議会議員さん向けの

勉強の機会も設けさせていただきました。こちらで町の現況の取組といいますか、状

況が変わっている部分について、改めてご説明させていただいております。 

また、今年度の成果ということでございますけれども、モデルの構築については、

問寒別地区でですね、興味関心ある方が多いという状況を踏まえて、今年度中にです
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ね、もう少し精査したモデルを作った上でですね、成果については、改めて地区の酪

農家さんや議員さんなんかに説明する機会を持って、来年度の調査に入れればなとい

うふうに考えております。 

３  番 斎 賀 弘 孝 君 

   コロナのワクチンの接種で、電話ね、応対のことはわかりましたけど、残念ながら、

私たちもそうですけども、学校、現場でも、まとめてね、誰かが電話して、皆さんの

状況を把握していれば、受け付けるよということはね、知らなかったようなので、や

はりきちんと分かるように、皆さんに電話連絡の方法を、ちょっともう一度考えてほ

しいなと思います。今、課長さんが言われたことは、現場では誰も知らなかった。み

んな個人、個人の電話をしていました。私の調査した範囲では。ことをお知らせしま

す。 

   それから、町の拠点調査、それからバイオの拠点、今年度の今年っていうのは、３

月までのことを言うか、それともこの予算では、３月までだから３月までわかってい

ることを、今言われたこれをたたき台にして、また新年度へやっていくと。 

これで見えた問題点は何だったんですか。この予算を使って、３年度までに見えた

問題点は。それぞれの拠点、バイオガス。 

企画政策課長 角 山 隆 一 君 

   それぞれの問題点というか、成果になるかと思うんですけれども、拠点に関しまし

ては、以前に創生会議等の中で、どういった町の拠点が幌延町に望ましいのかという

話を進めていく中で、やはり町の方、利便性、高齢者、子ども使えるような施設がよ

いのではないかという話ありましたから、そこを踏まえて、遠別、あと士別の町の中

にある拠点であったり、近隣の施設を見たというようなことで、改めて成果について

は、感じたことなんかも踏まえて、次年度以降の町の拠点をどうするかという議論の

ネタといいますか、話題の中にしていければなというふうに思ってます。 

また、食の関係については、製品化するためにはどうしていくかっていう、ちょっ

とまだ先の話にはなろうかと思いますけれども、ここで採れたブドウの糖度なんかも、

十分そのお酒にできる糖度が得られましたという結果があったので、ちょっとそうい

ったものを使って何ができるかってのは、継続して考えていければなというふうに思

ってます。 

それとバイオの調査ですけども、こちらについても集中型。これができるようにな

ったというような状況を踏まえて、それでは具体にやっていくためには、どういった

形、またどれぐらいの規模、どれぐらいの方が興味いただいた中で、モデルを制定で

きるのかというようなモデルをですね、今年度、一応３月いっぱいの両調査の期限に

なっておりますので、期限いっぱい使わせていただいて、まだ３月中に動きもあるん

ですけども、内容はまとめた上で、次年度の検討の題材にしていくというようなこと

で考えております。 

３  番 斎 賀 弘 孝 君 

   わかりました。 

   先ほど質問しました、その執行残で公営住宅の改修、残だよということなんですけ

ども、これだけ残るんであれば、かねてから問寒別の公営住宅。以前からですね、建
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設当初の冬から言われたと思うんで、課長もご存じかと思うんですけども、１棟２戸

が２つあるところ、あそこで生活してる人たちが大変に、間と間、冬の間雪が吹き込

んで、大変寒いし、また、そこも除雪しないと、自分の家に、部屋に入れないという。

特にあそこの棟は、女性ばかりの棟なので、高齢の。何とかこういうふうになる結果、

今分かるんですけども、なるんであれば、もう年度当初からぜひ予算の中に組み込ん

でいただいて、予算残さないようにして、公営住宅に住んでる方々、幌延、問寒別の

要望を一つでも多く取り入れてほしいと思いますので、改めてお願いします。どうで

しょうか。 

建設管理課長 島 田 幸 司 君 

   問寒別の平屋の２棟のお話だと思います。斎賀議員も２棟の間の雪の関係の話は、

斎賀議員からもいろいろとご相談を受けてまして、私も実際、問寒別のほうにも出向

いてですね、入居者の方々といろいろと協議をさせていただいて、消防法の関係です

とか、その辺のお話もさせていただきながら、簡易的に何か出来ないかということで、

一応施工のほうはしておりまして、入居者の方々からも、この方法でもいいかなとい

うようなお話も聞いてはおりますが、いかんせん住宅に入っている方々が高齢の方が

多いということで、雪が吹き込んできて、どうしてもやっぱり雪が溜まって、除雪が

大変だという話は以前からもお話も聞いてますし、今回も入居者の方からも私のほう

にご連絡をいただいております。 

   それでどういう方法がいいのかということを検討はさせていただいていますけれど

も、担当課といたしましてはですね、根本的に渡り廊下を設けるとなると、基礎です

とか、その辺のものも設けなきゃいけないということで、一応、どのような方向で行

えばいいのかということで、一応役場の公営住宅のほうの補修をお願いしている方に

もご相談をさせていただいてまして、来年度中に何かいい方法ができればということ

で今検討はさせてもらってますんで、繰り返しなりますけど、消防法の関係もありま

すから、その辺のほうも考慮しつつ、進めていきたいというふうに今考えております。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

ほかにありませんか。 

５  番 無量谷   隆 君 

   ５７ページのね、環境衛生管理費の中の斎場の減額なんですけども、町長が言われ

たように、改善策がいろいろとあったと思うんでけども、それらの改善策がやって、

これの減額になったのか、その辺を聞きたいと思います。 

   それと２点目の５９ページの幌延町生乳生産拡大事業の中で、１，０００万円の減

額っていうことなんですけども、これは計画して、どのぐらいの計画の使用料で、執

行状況で減額なったのか、その辺をお伺いいたします。 

住民生活課長 古 草   勝 君 

   ただいまご質問のありました斎場管理の関係についてお答えいたします。 

   こちらの委託料につきましては、斎場の運営のほうの管理委託に関する委託料の減

額でございまして、こちらは見積り合わせによる執行残を減額したという形でござい

ます。 

   なお、斎場の修繕につきましては、補正予算でつけていただきました改修工事につ
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いて完了しておりまして、現在、内側に扉を付けるのと換気扇を付けるというような

改修工事を実施しまして、煙、臭い等の問題を解消すべく、改修は終わっております。 

産業振興課長 山 本 基 継 君 

   生乳生産拡大事業につきましては、毎年度ですね、２０万円、５０頭分の補助を見

込んでいるんですけれども、今年もですね、利用者がいなかったということで、全て

減額させてもらってます。 

５  番 無量谷   隆 君 

   斎場の絡みで修繕したっていうことなんですけれども、質問、以前にやっていて改

善されたら、できれば良心的に完了しましたという報告ぐらいあってもよかったんじ

ゃないのかなっちゅう感じがするんですけども、その辺、今後よろしくお願いいたし

ます。 

   あと、生産によるっていうか、これ増頭っていうか、牛を買っての生産拡大の部分

なのか。その辺確認したいんですけども。 

産業振興課長 山 本 基 継 君 

   今年度までにつきましては、増頭による生乳生産の拡大を目的として、本事業実施

しておりますので、搾乳牛の増頭を目的とした事業となっております。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

ほかに。 

４  番 植 村   敦 君 

２点ほど、ちょっと参考までにお聞かせください。 

   まず４１ページの委託料の地域おこし協力隊募集採用選考サポート業務。これ執行

残１７１万６千円減となっております。これはどういう理由で、先ほど採用ですから、

退職とは関係ないと思いますけども、どういう理由でこの減額になったのかと。 

もう１つは、４３ページの委託料、これも委託料なんですけども、無人駅の維持管

理業務、今年は本当に災害に近いような大雪の降ったということで２５０万３千円の

増額になってます。これは元々どのぐらいの金額の業務委託だったのか。 

糠南から下沼までの間の無人駅をどの方が、どの業者が委託されて、仕事を行って

いるのか。恐らく以前の説明ですと、ＪＲの講習会等々を受けて、そして採用するん

だというようなことでしたんで、個人が委託されているのか、業者が委託されている

のか、そこら辺も併せてお聞きします。 

また、廃駅になった安牛、上幌延駅ですか。それらの管理はこの中には含まれてい

るのか、いないのかそれもお聞きします。 

企画政策課長 角 山 隆 一 君 

   ただいまのご質問について、お答えいたします。 

   まずあの地域おこし協力隊の採用選考サポートにつきましては、先ほど申し上げた

とおりですね、令和４年度については採用が出来なかったので、この場合、採用面接

等々で、サポート業務の委託者と共に人物を見たりというようなことで考えている予

算でございましたので、今回、応募をしていなかったので、全て費用を落としたとい

うようなことでございます。 

次に、ＪＲの除雪費用なんですけども、ここで計上した部分については、ホーム下
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のですね、除雪でございまして、ここはＪＲが管轄してる部分。危険な場所を、専門

的な技術が必要ということで、ＪＲさんが請け負ってる部分の委託料でございまして、

こちらについてはですね、例年の雪等の作業から勘案して、当初ではですね、４２万

７千円の予算でここの部分を考えておりましたが、年明けのですね、大雪、かなり作

業が多くなって、今回２５０万増額する形になりました。 

いっぺんに多い量も降りましたので、その作業量がかなり集中しているということ

で、こういったような予算増額になっております。 

除雪のですね、パートナーさんについては、ホームの除雪を担っていただいており

まして、現在４名の方お願いしておりますが、安牛と上幌延はそこには該当しており

ませんので、作業は今はしておりません。 

４  番 植 村   敦 君 

   これ先ほどの無人駅の管理、もともとの予算が４２万７千でしたか。１駅に対して

の。 

（角山企画政策課長「全てです」） 

全部、全てそれだけで予算で賄うという予算が、大雪のために２００何万になった

ということですか。 

（角山企画政策課長「はい」） 

はい、わかりました。 

   これらはＪＲの特別な講習を受けてということだと思うんですけど、今、どこの業

者、どこの個人、誰が、４名の方がということですが、個人が委託されてるのか。正

確にちょっとお聞きします。 

企画政策課長 角 山 隆 一 君 

   説明が不十分で申し訳ございません。 

   ホーム下の除雪はＪＲさんが直営なり、委託なりで行っている部分で、ホームの除

雪については、町のほうで地区の方にお願いして、講習を受けていただいた上でやっ

ているという部分なので、この増額補正の中には、ホームの地域の方に頼んでる分は

入っておりません。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

ほかにありませんか。 

７  番 西 澤 裕 之 君 

   ５１ページ、３款１項１目の市民後見人制度推進事業についてお伺いをいたします。 

社会福祉協議会のほうの人員が揃わず、委託内容の変更をしてという、この５８２

万４千円の減額というお話でしたけれども、当初予算から４０万ちょっと使っている

ので、どのような委託内容の変更で、事業内容はどのようなことだったんでしょうか。 

のが１点と、７１ページです。９款１項１目の北留萌消防組合負担金で、先ほど総

務課長の説明で、高規格の車両購入というワードが入っていましたが、これ車両購入

だけで、こんだけ減額になっているのかというところの確認を、以上２点お伺いいた

します。 

保健福祉課長 村 上 貴 紀 君 

   市民後見人制度の推進事業の関係ですけれども、社会福祉協議会に委託しており、
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そちらで採用して、この業務に当たるとされていた社会福祉士が令和２年度末で退職

したということから、後任の方を募集をかけていただいておりましたが、その後、応

募がなく、応募があったんですけども、採用にまでは至らなかったということで、年

度内の業務執行が難しいというところでの部分で、減額というところにはなりました

が、４０万円程度の支出というところにつきましては、各種保険の負担金ですとかの

部分での、４月時点でのかかった経費で約３８万円程度。あと電話等、専用回線も引

いていたというところから、通信費にかかる経費が約２万円ほど支出があったという

ところで、その部分の支出済み金額の４０万７,０３１円。こちらに減額の委託契約

というふうにさせていただいたところです。 

   また、こちらの業務につきましては、引き続き、社会福祉協議会のほうで、人員確

保についてお願いしているところではありますけれども、市民後見人の養成ですとか、

フォローアップの部分については、必要な業務というところ、あと相談業務について

はですね、町の地域包括支援センター等で、その業務を今現在担っているというとこ

ろでございます。 

総務グループ主幹 伊 藤   崇 君 

   北留萌消防組合負担金のほうなんですが、補正した内容は救急車に係る部分の減額

が、お配りした補正の予算資料のお手元に、当日配ってるやつの中でも入ってるんで

すけど、その救急車の関係は２２９万４千円が車両の部分で減額なっておりまして、

それ以外については、議会本部の負担金だとか、他の諸費だとか、そういうところの、

精査といいますか、執行残等確定の部分で補正、減額しております。 

７  番 西 澤 裕 之 君 

   消防のほうはわかりました。  

   市民後見人のほうなんですけれども、令和２年度末でやめられた職員がいて、募集

をかけたりなんだりということで、通信費のほうは、引いていたので２万円、それを

取りやめたんですね。電話を取りやめた経緯が確かあったと思うんですけど、その中

でそういう経費がかかってきたというところはわかります。 

後、課長の説明の中で各種保険料の云々っていうのが、あまりちょっと理解出来な

いんですが、事業が行われてなくても、そういうものはかかってくるっていうことな

んでしょうけれども、なかなかちょっと理解出来ないんで、もう少し詳しく説明して

ください。 

保健福祉課長、村上孝紀君。 

各保険料につきましては、３月分、年度またいでの支出というところもあることか

ら、令和２年度分として４月に支出が発生した分というところで、４月の支出という

ところ。この市民後見人制度の事業としての支出があったというところから、その分

を今回の委託に含めたというところでございます 

議  長 高 橋 秀 之 君 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより歳入一括の質疑を行います。 
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３  番 斎 賀 弘 孝 君 

３３ページの道支出金の６目、教育費道補助金で、地域づくり総合交付金が入って

るんですけども、この教育委員会では、何にこの予算を使いたい、使う予定でありま

すか。 

それと３５ページの諸収入で農林水産業費受託事業収入５７８万２千円の増なんで

すけど、これはどういった理由で増になったのか。お伺いしたいと思います。 

同じく１番下にあります、３５ページの宝くじ交付金。宝くじ交付金のこの金額増

になった分で、何を使う予定がありますか。また、どのようにして町民の皆さんにＰ

Ｒして、宝くじ補助金使いませんかっていうふうに広報してますか。 

産業振興課長 山 本 基 継 君 

問寒別地区草地畜産基盤整備事業に係る補正なんですけれども、国の補正予算が、

令和４年度の予算確保に向けて、事業費ほうで令和４年度に向けて事業費補正ついた

んですよね。それを繰り越すことにしてるんですけれども、その分の受益者負担金に

ついても、このような形で補正して繰り越すこととしておりますので、その分の補正

額となっております。 

ちなみに来年度は、受益者負担金に係る事業量は、草地改良３７ヘクタール分を今

の所予定しております。 

教育次長 伊 藤 一 男 君 

議員のご質問にお答えいたします。 

地域づくり総合交付金の関係ですけども、先ほど総務財政課長の説明でもありまし

たが、こちらのほう総合体育館改修工事その２のほうで、該当するだろうということ

で、補助申請をいたしましたところ、年度途中で交付決定ということで、補助金がつ

きましたので、この度、新規に上げさせていただいております。 

財政グループ主幹 渡 邊 智 民 君 

私のほうから３５ページの宝くじ交付金のことについて、ご説明いたします。 

今回２１３万８千円の増額補正ですけども、当初予算で１５０万円計上しておりま

して、市町村交付金の決定額が３６３万８千円というふうに確定しましたので、現行

予算との差額２１３万８千円を増額補正しております。 

この交付金につきましては、使える交付金の使途が決まっておりまして、いろんな

メニューがあるんですけども、本町では人口の高齢化、少子化等に係る事業に充てる

ということで、以前からですね、ホームヘルプサービス支援事業のほうに充当してお

ります。 

また、この交付金のＰＲの件なんですけども、ちょっと何月号かをちょっと今、す

ぐは、忘れてしまったんですけども、広報紙のほうに、こういう交付金を貰ってます

ということのＰＲは、年に１度しております。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

よろしいですか。 

（斎賀議員「わかりました。」） 

ほかにありませんか 

４  番 植 村   敦 君 
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こまい話で申し訳ありません。 

２９ページの教育使用料で、これ新規で社会体育敷地料が２万４千円入ってますけ

ども、これはどういった類いのものなんでしょうか。 

教育次長 伊 藤 一 男 君 

議員のご質問にお答えいたします。 

こちらのほうにつきましては、総合体育館の改修工事に伴いまして、駐車場のほう

に、現場事務所のほうを設置した関係で、その占有料ということで、収入が入りまし

たので、それを新規で上げさせていただいております。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて歳入一括の質疑を終わります。 

これより総括の質疑を行います。 

３  番 斎 賀 弘 孝 君 

先ほど、教育委員会さんに、入ったお金で何か使う予定を尋ねて、総合体育館のほ

うの改修に使うという話だったんですけども、私が言いたかったのはですね、町の告

知端末で報告があったんですけども、幌延中学校の生徒さんたちが廃品回収をして、

コロナ対策だよということで、換気扇だか扇風機、送風機を購入しました。２点ね。

その残りは全部生徒会活動に充てたいってことを告知端末で町民に流していたんです

けども、このコロナ対策で買ったんであれば、それは教育費からね、出るんではない

かなと思ったんですよ。これまでもコロナ対策でいろいろ学校改修したんですけども、

子どもたちが自らコロナ対策で買いましたということを告知してた。 

教育委員会で折角用意した学校の中のね、コロナ対策の機械器具が足りなかったの

か。それとも、現場の意見を把握、そこまで確認していなかったので、足りない部分

を子どもたちが、廃品回収をして買ったのか。 

そういう連絡がとっているんであれば、ここの総合交付金をですね、先ほど質問し

た交付金をね、ちょっとでも使って、現場で足りないのであれば、そこの予算も見て

もよかったんではないかなと思って尋ねたんですけども。そのことについてどう思わ

れますか。 

教育次長 伊 藤 一 男 君 

議員のご質問にお答えします。 

こちらの地域づくり総合交付金については総合体育館の工事の補助金ですので、こ

の補助金をそちらのほうに充てるというのは出来ません。 

学校のほうの廃品回収のお金でっていうところについては、こちら委員会のほうに

足りる、足りないっていう話は来ていませんので、恐らく教育活動の中で子どもたち

がそういう活動をして、その対価として、そういうものを購入したというような教育

的なところが含まれているのかなというふうには思いますけれども、委員会のほうに

足りないから、その資金使って購入しますというような報告は来ていないので、こち

らのほうとしては、十分、コロナ対策の扇風機ですとか、そういうものについては、

揃えているというような認識でおりました。 
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３  番 斎 賀 弘 孝 君 

わかりました。 

また今後こういうことがないように、そういうコロナ対策とかあれば、一言相談を

する、先生がまた教育委員会と相談して買えるのかどうか、お尋ねするような、ちょ

っと心配りが今後あったらいいなと思います。 

それで、その子どもたちが買った２点については、教育備品になるんですか。備品

になれば、もし仮にそれが壊れたときには、教育委員会で補修、修理してあげますよ

っていう、今度、気配りができるんですか。それはもう勝手に買ったやつだから、そ

れはそちらで修理して、コロナ対策を続けてくださいというふうになるんですか。 

教育次長 伊 藤 一 男 君 

学校備品という位置づけにする、しないも含めてですね、今後検討していきたいと

思ってます。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

ほかにありませんか。 

２  番 佐 藤 忠 志 君 

先ほどの質問、支出の中で質問すればよかったんですが、総括ということで、観光

牧場の６６万５千円減になるっていうことのちょっと理由をちょっと、どういう理由

でなったのか。質問させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

企画政策課長 角 山 隆 一 君 

トナカイ観光牧場のですね、花壇管理につきましては、こちら、コロナのですね、

緊急事態等で施設を閉めてた部分、ございました。 

あとは天候等、作業の都合の中で、稼働日数が減ったため、減額しているというこ

とでございますけれども、予算ではですね、３７６人工見ておりましたが、２９２人

工の実績見込みで、その分を８４人工分減額させていただいております。 

２  番 佐 藤 忠 志 君 

１度、花壇見せてもらって、花壇の状況等も、こういう立場なんて初めてこう見さ

せてもらって、まだまだ人手も要るのかなと思って、管理の要するようなところもま

だあるのかなと思って見てきたもんですから、この中で予算減になってるもんですか

ら、今後とも観光の方が来て、十分見せれるような体制を取っていただきたいなと思

って、ブルーポピーだ、いろんな町の一つの目玉になってるもんですから、減になっ

たもんですから、ちょっとこう、今お聞きしたんですが、その辺のところ課長どうな

んでしょうか。十分、今年も対応できる体制っていうのは取れるんでしょうか。 

企画政策課長 角 山 隆 一 君 

花壇管理につきましては、引き続き、同じ体制でやっていくことにはなるんですけ

ども、課の体制の中でできる限り、ノースガーデンのほうの見せ方なんかも、ちょっ

と内部で検討しながらですね、進めておりますので、引き続き、取り組んでまいりた

いと思っています。 

２  番 佐 藤 忠 志 君 

どうもありがとうございました。 

あと、些細なことなんですが７１ページの住宅の選考委員会の４人の減なってるん
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ですが、これはもう選考委員会ってのは無くなるのか。どういう意味なのかちょっと、

そこらんところ、ちょっとお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

建設管理課長 島 田 幸 司 君 

お答えいたします。 

これは、入居者選考委員会が無くなるわけではなくてですね、当初予算では、月１

回開催ということで、１２回開催する予定で当初のほうは予算計上しております。 

実際はですね、見込みといたしまして、年１２回のところ、今のところ７回、３月

末までに７回開催とするであろうということで、執行残のほう減額しているという状

況です。 

議 長 高 橋 秀 之 君 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて総括の質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第２号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   日程第１０ 議案第３号「令和３年度 幌延町国民健康保険特別会計補正予算」の

件を議題とします。 

議案第３号について、提案理由の説明を求めます。 

住民生活課長 古 草   勝 君 

   議案第３号「令和３年度 幌延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」につ

いて、提案理由を申し上げます。 

   この度の補正予算の主な要因は、歳入では、国民健康保険税の精査による減や、特

別調整交付金に係る道支出金の増で、歳出では、一般管理費の精査による減や、国民

健康保険診療所特別会計に対する繰出金の増などによるものであります。 

   １ページをお開きください。 

   第１条第１項歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ既定の予算総額に２,４６

５万７千円を追加し、歳入歳出の予算総額をそれぞれ３億９,７０７万６千円にしよ

うとするものであります。 

   第２項の歳入歳出予算の補正の款項の区分ごとの補正額は、事項別明細書により概

要をご説明いたします。 

   １０ページをお開きください。 

   まず歳出ですが、１款１項１目、一般管理費では、新型コロナウイルス感染症の影

響により、中止又はリモート開催となった会議に係る旅費や、保険証の一斉更新に係

る郵便料で３２万円の減額です。 

   １款２項１目、賦課徴収費では、参加を予定していた研修会がリモート開催となっ
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たことから、旅費で２万７千円の減額です。 

   １款３項１目、運営協議会費では、委員研修会を中止したことから、報酬で４万４

千円、旅費で３万４千円の減額です。 

   ７款２項１目、国民健康保険診療所特別会計繰出金では、診療所の国保直診分交付

金相当額の精査により２,８４８万４千円の増額であります。 

   １２ページをお開きください。 

   ９款１項１目、予備費は、財源調整により３４０万２千円を減額しております。 

   次に歳入でありますが、８ページをお開きください。 

   １款１項１目、一般被保険者国民健康保険税は、１２月末までの加入者の異動に基

づき、賦課実績を精査した結果、３７１万２千円の減額であります。 

   内訳といたしましては、医療給付費現年課税分で２６１万６千円の減、後期高齢者

支援金現年課税分で６２万円の減、介護納付金現年課税分で４７万６千円の減額です。 

   ２款１項１目、保険給付費等交付金の特別調整交付金分では、歳出７款２項１目、

国民健康保険診療所特別会計繰出金で計上した繰出金の財源として、歳出と同額の２,

８４８万４千円の増額であります。 

   ４款１項１目、一般会計繰入金は、１款総務費に係る歳出について、繰出基準に基

づき精査した結果、４２万５千円の減額です。 

   ６款２項１目、雑入は、第三者行為に伴う求償分として、３１万円の新規計上であ

ります。 

   以上、議案第３号「令和３年度 幌延町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）」についての提案理由の説明といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

   質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   これより、歳入歳出一括の質疑を行います。 

(「ありません」の声あり) 

   これにて、質疑を終わります。 

   お諮りします。 

ただいま、議題となっております議案第３号は、討論を省略して、原案のとおり決

定することにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

   異議なしと認めます。 

   よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   日程第１１ 議案第４号「令和３年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予

算」の件を議題とします。 

議案第４号について、提案理由の説明を求めます。 
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副町長 岩 川 実 樹 君 

   議案第４号「令和３年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４

号）」についての提案理由の説明を申し上げます。 

   この度の補正の主な要因は、令和３年度の終期を迎え、業務の見込量と収支の見込

額を精査し、調整するものです。 

 １ページをお開きください。 

   第１条第１項歳入歳出予算の補正ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ４６万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億２，５５８万円に

しようとするものです。 

   また、第２項の歳入歳出予算の款項の区分ごとの補正額は、事項別明細書により、

その概要をご説明いたします。 

２０ページをお開きください。 

   まず、歳出ですが、１款１項１目、診療所費では、黒丸の診療所人件費、診療所業

務費、診療所管理費に計上される職員や会計年度任用職員に係る人件費の補正が主と

なりますが、看護師１名の退職と欠員補充できなかった調理補助及び検査助手に係る

人件費の減額で、報酬で４７万３千円の減、給料で８６万８千円の減、共済費で１５

万３千円の減です。 

また、職員手当では、新型コロナウイルス感染症の抗原検査を行う際に支払われる

感染症等防疫作業手当等の増額により１１４万８千円増額補正しようとするものです。 

２２ページをお開きください。 

１款１項２目、医師業務強化費は、旭川医大からの出張医の派遣回数精査と、３回

目の新型コロナウイルスワクチン接種に伴う民間医師のスポット的派遣に要する費用

として、報酬で１２６万円、職員手当で１６万８千円、旅費で１２万４千円、使用料

及び賃借料で２万１千円を増額補正しようとするものです。 

   次に歳入ですが、１８ページをお開きください。 

   １款１項１目、診療所使用料では、１節、入院料で２３４万９千円の減額です。こ

れは入院患者数の見込みを１日当たり６.５人から５.５人に、診療単価を１日当たり

１万７６９円から１万１,４６６円に、それぞれ修正したことによるものです。 

   ３節、外来診察料は７６２万円の減額で、これは外来患者数の見込みを１日当たり

５９.２人から５３.９人に、診療単価を１日当たり５,０６９円から５,０３２円に修

正したことによるものです。 

   ３款２項１目、国民健康保険特別会計繰入金は、国保特別調整交付金の一つである

へき地直営診療所運営費特別交付金の算定方法の修正により２,８４８万４千円を増

額補正しようとするものです。 

   ５款１項１目の診療受託収入につきましては、３回目の新型コロナウイルスワクチ

ン接種に係る受託収入で、ワクチン接種の実施主体である町から、接種を実施する国

保診療所に支払われる委託料分を診療受託料として見込み、８３２万２千円を増額補

正しようとするものです。 

   ３款１項１目の一般会計繰入金につきましては、この度の補正の財源調整により２,

６３７万３千円を減額補正しようとするものです。 
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   以上、議案第４号の提案理由の説明といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

 (「異議なし」の声あり) 

   異議なしと認めます。 

   これより、歳入歳出一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第４号は、討論を省略し、原案のとおり決

定することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

ここで１３時１０分まで休憩します。 

（１１時５２分 休  憩） 

（１３時１０分 開  議） 

   休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 

   日程第１２ 議案第５号「令和３年度 幌延町後期高齢者医療特別会計補正予算」

の件を議題とします。 

議案第５号について、提案理由の説明を求めます。 

住民生活課長 古 草   勝 君 

   議案第５号「令和３年度 幌延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」に

ついて、提案理由を申し上げます。 

   この度の補正は、年度末決算の見込みによる、予算額の精査によるものであります。 

   １ページをお開きください。 

   第１条第１項歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ既定の予算総額から３４４

万９千円を減額し、歳入歳出の予算総額をそれぞれ４,３２９万５千円にしようとす

るものであります。 

   第２項の歳入歳出予算の補正の款項の区分ごとの補正額は、事項別明細書により概

要をご説明いたします。 

   ８ページをお開きください。 

   まず歳出ですが、１款１項１目、一般管理費では、新型コロナウイルス感染症の影

響により、中止となった会議に係る旅費や、被保険者証の郵送に係る郵便料で２３万

５千円の減額です。 

   ２款１項１目、後期高齢者医療広域連合納付金は、今年度納付金の額のうち、保険
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料軽減に係る補填分としての負担金及び療養給付費負担金の精査により、納付金総額

で３２１万４千円の減額です。 

   次に歳入でありますが、６ページをお開きください。 

   ２款１項、一般会計繰入金は、繰出基準に基づきそれぞれ精査した結果、１目、事

務費繰入金で２３万５千円の減、２目、保険基盤安定繰入金で３４万９千円の減、３

目、療養給付費繰入金で２８６万５千円の減額としております。 

   以上、議案第５号「令和３年度 幌延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）」についての提案理由の説明といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

   質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   これより、歳入歳出、一括の質疑を行います。 

(「ありません」の声あり) 

これにて質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第５号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか 

(「異議なし」の声あり) 

   異議なしと認めます。 

   よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   日程第１３ 議案第６号「令和３年度 幌延町介護保険特別会計補正予算」の件を

議題とします。 

   議案第６号について、提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長 村 上 貴 紀 君 

   議案第６号「令和３年度 幌延町介護保険特別会計補正予算（第４号）」について

提案理由の説明を申し上げます。 

   この度の補正の要因は、年度末を迎えるにあたり、決算見込みにより精査した結果

に基づく補正であります。 

   １ページをお開きください。 

   第１条第１項歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ既定の予算総額から１,２

６３万１千円を減額し、歳入歳出それぞれの総額を２億２,５２５万５千円にしよう

とするもので、補正の結果、事業勘定別の内訳は、保険事業勘定が２億１,７６２万

８千円に、介護サービス事業勘定は７６２万７千円となります。 

   第２項の歳入歳出予算の補正の款項の区分ごとの補正額は、事項別明細書により、

その概要をご説明いたします。 

   まず保険事業勘定から歳出、歳入の順にご説明いたします。 
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   ２０ページをお開きください。 

   歳出ですが、１款１項１目、一般管理費の保険事業勘定人件費では、決算見込みに

よる精査の結果、給料で２万９千円、職員手当で１５万７千円、共済費で３万円、そ

れぞれ減額補正です。 

   ２款、保険給付費につきましては、これまでの給付実績及び今後の執行見込みによ

り精査し、全体で１,２３２万１千円の減額補正です。 

   内訳の主なものとしましては、１項１目、居宅介護サービス給付費では、要介護者

の短期入所生活介護及び特定施設入居者生活介護のサービス利用が当初の見込みを下

回り４２８万８千円の減、２目、施設介護サービス給付費では、これまでの施設入所

者数の利用実績が当初の見込みを下回り、今後の給付を見込んでも不要額が生じるこ

とが予測されることから１１３万１千円の減。 

   ２２ページをお開きください。 

   ６目、地域密着型介護サービス給付費では、認知症対応型グループホームの利用件

数が当初見込みを下回ったことにより２６３万１千円の減。２項１目、介護予防サー

ビス給付費では、要支援者の短期入所生活介護サービスの利用が当初見込みを下回っ

たことにより１１３万３千円の減。 

２４ページをお開きください。 

   ５項１目、特定入所者介護サービス費で２２０万円の減、２目、特定入所者介護予

防サービス費で５０万円の減額補正です。 

   ２６ページをお開きください。 

   ３款１項１目、介護予防・生活支援サービス事業費は、要支援者の訪問介護及び通

所介護サービスの利用件数が当初見込みを下回っているため、３５５万３千円の減額

補正です。 

   ２８ページをお開きください。 

   ６款、予備費は、歳入歳出の財源調整により３９４万９千円の増額補正です。 

   次に歳入でありますが、１６ページにお戻り願います。 

   ２款、国庫支出金から次のページの６款１項、一般会計繰入金までは、歳出の保険

給付費等の補正に基づき、それぞれ定められた負担率等により減額の補正を行ってお

ります。 

   ６款２項、基金繰入金は、歳入歳出の予算調整の結果、財源の過不足を繰越金によ

り補うことができたことから、予定していた全額について基金からの繰入をしないこ

とといたしました。 

   ７款の繰越金は、前年度からの繰越金のうち、今後必要となる財源として留保して

おりました３５１万３千円全額を予算計上しております。 

   次に、介護サービス事業勘定についてご説明いたします。 

   ３２ページをお開きください。 

   まず歳出ですが、１款１項１目、一般管理費の介護支援事業人件費ですが、町外か

ら通勤していた職員の転居により、通勤手当１０万５千円を減額補正し、住居手当７

万１千円の新規計上です。 

   ２款１項１目、介護支援事業費につきましては、参加を予定しておりました研修が、
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新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、オンライン開催となったことに伴い、

旅費７万２千円の減額補正です。 

   次に歳入でありますが、３０ページにお戻り願います。 

   ２款１項１目、一般会計繰入金は、決算見込み等により精査を行う歳出予算の減額

補正相当額１０万６千円の減額補正です。 

   以上、議案第６号「令和３年度 幌延町介護保険特別会計補正予算（第４号）」に

ついての提案理由の説明といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

   質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

   異議なしと認めます。 

   これより、歳入歳出一括の質疑を行います。 

 (「ありません」の声あり) 

   これにて、質疑を終わります。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっております議案第６号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

   異議なしと認めます。 

   よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   日程第１４ 議案第７号「令和３年度 幌延町簡易水道事業特別会計補正予算」の

件を議題とします。 

   議案第７号について、提案理由の説明を求めます。 

建設管理課長 島 田 幸 司 君 

議案第７号「令和３年度 幌延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）」につ

いて、提案理由を申し上げます。 

この度の補正予算の主な要因につきましては、水道管理費の事業執行精査による減

額であります。 

１ページをお開き願います。 

第１条第１項の歳入歳出予算の補正でありますが、既定の歳入歳出予算の総額から、

歳入歳出それぞれ５０万円を減額し、歳入歳出の総額を７,９４２万３千円にするも

のであります。 

第２項の第１表歳入歳出予算補正につきましては、６ページ以降の歳入歳出補正予

算事項別明細書の説明により代えさせて頂きます。 

第２条の第２表地方債補正でありますが、４ページをお開き願います。 

起債対象事業の地方公営企業法適用化業務の確定に伴い、公営企業会計適用債の地

方公営企業法適用化事業の限度額１,３７０万円を１,３２０万円とし、５０万円を減
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額するものであります。 

以下、歳出、歳入の順にご説明いたします。 

１８、１９ページをお開き願います。 

１款１項１目、水道管理費の人件費１０万円の増額につきましては、起債対象事業

費の減額により、事業費支弁分の人件費を増額するものです。 

１２節、委託料につきましては、事業執行により不用額が見込まれることから５５

万円を減額するものです。 

４目、積立金の建設改良基金５８万円の増額につきましては、現行の収支見込みに

おいて財源に一部余裕があることから、これを積み立てるものです。 

次に歳入でありますが、１６、１７ページにお戻り願います。 

７款１項２目、公営企業会計適用債の地方公営企業法適用化事業５０万円の減は、

第２表地方債補正でご説明いたしましたので、省略させていただきます。 

以上、議案第７号の提案理由といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

   質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

   異議なしと認めます。 

   これより、歳入歳出一括の質疑を行います。 

 (「ありません」の声あり) 

   これにて、質疑を終わります。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっております議案第７号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

   異議なしと認めます。 

   よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   日程第１５ 議案第８号「令和３年度 幌延町下水道事業特別会計補正予算」の件

を議題とします。 

議案第８号について、提案理由の説明を求めます。 

建設管理課長 島 田 幸 司 君 

   議案第８号「令和３年度 幌延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）」につい

て、提案理由を申し上げます。 

   この度の補正予算の主な理由は、事業の執行精査による減額であります。 

   １ページをお開き願います。 

   第１条第１項の歳入歳出予算の補正でありますが、既定の歳入歳出予算の総額から、

歳入歳出それぞれ２,５０３万４千円を減額し、歳入歳出の総額を１億７,７０７万７

千円にしようとするものであります。 
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   第２項の第１表歳入歳出予算補正につきましては、６ページ以降の歳入歳出補正予

算事項別明細書の説明により代えさせて頂きます。 

   第２条の第２表地方債補正でありますが、４ページをお開き願います。 

   個別排水処理施設設置工事並びに下水道管理センターストックマメジメント設備等

更新工事、地方公営企業法適用化事業などの起債対象事業費が減額になりましたので、

下水道事業債の個別排水処理施設整備事業の限度額８１０万円を１２０万円に、下水

道施設改修事業の限度額１,０２０万円を６８０万円に、公営企業会計適用債の地方

公営企業法適用化事業の限度額２,０９０万円を１,９８０万円に、それぞれ減額する

ものです。 

   以下、歳出、歳入の順にご説明いたします。 

   １４、１５ページをお開き願います。 

   １款１項１目、一般管理費では、事業の執行により不用額が見込まれることから、

地方公営企業法適用化業務１０４万５千円を減額するもので、３目、施設整備費では、

年度内の執行が見込まれないことから、汚水桝設置事業２０１万２千円を減額するも

のです。 

   下水道施設改修事業では、事業の執行により不用額が見込まれることから、下水道

管理センターストックマネジメント詳細設計業務６８万２千円、実勢価格調査業務３

９万１千円、下水道管路改修工事地質調査業務２２８万１千円、下水道管理センター

ストックマネジメント設備等更新６２５万９千円をそれぞれ減額するものです。 

   ４目、個別排水施設管理費では、年度内の執行が見込まれないことから、普及奨励

補助金５０万円の減額で、５目、個別排水施設整備費では、事業の執行により不用額

が見込まれることから、設計測量調査１２０万５千円、個別排水処理施設設置１,０

１２万円をそれぞれ減額するものです。 

   次に歳入でありますが、１２、１３ページにお戻り願います。 

   １款１項２目、個別排水分担金は、受益者分担金の確定により５万円の減額で、３

款１項１目、下水道費国庫補助金では社会資本整備総合交付金の確定により５１６万

３千円を減額するものです。 

   ４款１項１目、一般会計繰入金では、歳入歳出の精査により８４２万１千円の減額

であります。 

   ７款１項１目、下水道事業債並びに２目、公営企業会計適用債の減額につきまして

は、第２表地方債補正でご説明いたしましたので、省略させていただきます。 

   以上、議案第８号の提案理由の説明といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   これより、質疑を行います。 

   質疑の方法は、歳入、歳出を一括して行いたいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   これより、歳入・歳出、一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 
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   これにて、質疑を終わります。 

   お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第８号は、討論を省略し、原案のとおり決

定することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   日程第１６ 「令和４年度 町政執行方針」並びに「令和４年度 教育行政執行方

針」を行います。 

   町長、教育長から、順次、執行方針の説明を求めます。 

町  長 野々村   仁 君 

   令和４年第１回幌延町議会定例会の開会にあたり、令和４年度の町政執行に臨む基

本方針と施策の一端を申し上げます。 

   新型コロナウイルス感染症はいまだ世界中で猛威を振るい、人々の生活に甚大な影

響を及ぼしています。世界では４億人を超える人々が感染し、多くの尊い命が失われ

ています。まず、お亡くなりになられた全ての皆様に、謹んで哀悼の誠を捧げますと

ともに、感染された方やそのご家族に心よりお見舞いを申し上げます。また、医療機

関をはじめとする現場の最前線で奮闘されているすべての関係者の皆様に、心から敬

意を表しますとともに深く感謝を申し上げます。 

   町においても、皆様のご理解とご協力のもと、これまで職場や個々における感染予

防、ワクチン接種などの感染対策や生活・経済支援策に取り組んできましたが、ウイ

ルス株の変異などにより感染が拡大している状況にあります。３回目のワクチン接種

が効果的に働き、感染症の脅威が衰え一日も早く平穏な暮らしが戻ることを切に願う

ばかりですが、今後も引き続き皆様のご理解とご協力により、Ｗｉｔｈコロナ、Ａｆ

ｔｔｅｒコロナといった新たな時代、環境の変化に対応した施策の推進に官民一体と

なって取り組んでいきたいと考えています。 

   本年は、私が町政を担わせていただいてから７年が過ぎ、２期目における任期の最

終年となります。町長に就任してから今日まで、町民の総力で夢を育むまちを創るこ

とを旗印に町政の推進に尽力してまいりましたが、この間、皆様のご協力と議員各位

のお力添えにより、堅調な町政運営を進めてこられたことに対しまして、心からお礼

を申し上げます。 

   私の任期は残り１年を切りましたが、まちが目指す将来像「共に拓き、共に創り、

未来へつなぐ！～笑顔と希望に満ちあふれるまち ほろのべ～」に込められた願いを

叶えられるよう、皆様の先頭に立って尽力する所存ですので、引き続きお力添えを賜

りますようお願いいたします。 

   次に、まちづくりの基本姿勢について申し上げます。 

   私は、地域の人々が安心して楽しみながら住み、暮らし、働き続けられる地域づく

りに向けて、人づくり、しごとづくり、暮らし良いまちづくりの３つを柱に据えて、

地域の持続可能性を高められるよう取り組みます。また、人々が幌延町で暮らし続け
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たい、住みたい、地元に帰ってきたいと思えるよう、まちの魅力づくり、魅力みがき

を進めていきます。 

   まちの魅力とは、生活環境の快適性や利便性・多様性であり、保健・福祉・医療・

防災などがもたらす暮らしの安心感や、子育て・教育環境の充実感などでもあるでし

ょう。あるいは豊かな自然環境や、住民同士の付き合い、支え合いなど地域コミュニ

ティの濃淡にも感じるところがあると思います。人口２,３００人規模の自治体にと

って、できることには限りもありますが、小さな地域でも住民と行政の協働によって

できること、すなわち多様な機能を創り出し増やしていくことで、これらの環境や機

能の充実を可能な限り追求していきます。 

   私は、このまちに生きることに誇りと喜びをもって未来へつなぐ、協働のまち、活

力あるまち、笑顔あふれるまち、いきがいと希望に満ちたまち、人に優しいまちづく

りを進めるとした幌延町民憲章の理念に立脚し、私たちの地域が直面している現実と

内在する課題を冷静かつ真摯にとらえ、これまでの住民と行政の関係を人口減少・少

子化・超高齢化・生産年齢人口減・担い手不足・インフラ施設の老朽化などといった

社会環境の変化を踏まえて、どのような仕組みにしていくことが望ましいのか、小規

模自治体における今後の自治のあり方について、皆様の知恵を拝借しながら議論を深

めていきたいと考えています。 

   次に、予算編成について申し上げます。 

   令和４年度の予算は、住民の暮らしを着実に支えるとともに住民の安全と安心を守

ることを基本に、まち全体の強靭化のために防災・減災対策や施設の老朽化・長寿命

化対策推進に配慮し、併せて今後の中長期的な歳出見込みも踏まえながら、町財政の

健全性を考慮しつつ、人、しごと、まちづくりを推進するべく編成を行いました。 

   とりわけ、第６次幌延町総合計画の重点戦略に掲げる各種施策については、産業の

活性化、移住・定住、少子化対策、子育て・高齢者支援、人材育成など、人口減少の

緩和と活力ある地方創りに直結する取組であることから財源の重点配分を行い、事業

費でおよそ２億７千５百万円の予算を計上しています。 

   継続事業は事業の点検と見直しを行い、消費的経費は極力抑制しました。投資的経

費は産業振興とくらしの安全安心、子育て・教育環境の充実に重きを置くとともに社

会資本の長寿命化にも配慮し、また今後見込まれる新たな投資事業については、事業

実施前の構想段階において複合化や共用化等を含め、より多角的な調査検討を実施し

ながら精査していくこととし、予算編成を行いました。 

   なお、令和４年度に実施を計画している事業のうち、制度設計や事業計画などの策

定に時間を要するものについては、今後の補正予算により対応したいと考えています。 

   以上の結果、令和４年度の当初予算は、一般会計４７億円、特別会計１３億９,３

５３万３千円、合計６０億９,３５３万３千円となりました。 

   次に、第６次幌延町総合計画の体系に基づく、５つのまちづくり施策大綱に沿って、

今年度の主な施策を申し上げます。 

   はじめに、持続可能なまちづくりを進めるについて申し上げます。 

   少子化や転出等による人口減少に加え、生産年齢人口の減少や地域住民の高齢化が

進み、持続可能な地域づくりの構築が待ったなしの課題となっています。まちづくり
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は、地域に対する住民の想いとそれを形にしようとする行動力、そして、それをサポ

ートする行政職員の熱意・技能により高まっていく協働作業であり、住民と行政が対

話と情報共有を重ね、理解しあいながら、自助・共助・公助といった役割分担と連携

によって進めていくことが大切です。 

   住民ニーズを把握し町政に反映させるため、町政懇談会や各種会合の場において広

くご意見をお伺いするとともに、広報誌や町ホームページなどをとおして、わかりや

すい情報の提供に努めます。また、施策の推進にあたっては住民参加の機会づくりに

努め、地域課題を共有しながら検討を進めていきます。 

   住民主体の新たな取組や活動を協働のまちづくり活動支援事業をとおして支援し、

協働のまちづくりを促進します。 

   地域維持に必要な活動は、これまでは行政による団体自治や住民による自治活動に

より辛うじて運営されてきましたが、今後、行政サービスは限られた人員の中で一般

行政事務の複雑多様化による事務量の増加等によって低下する懸念があることに加え、

人口減少、少子高齢化、小家族化の急速な進行によって集落自治の担い手が減少する

など、住民と行政双方の体力低下によって公共的活動の空白化が広がり進むことが予

想されます。これらの課題に対処する方策の一つとして、地域住民を核に地域おこし

協力隊など外部人材等を活用した地域運営組織等による地域運営が有効なのではない

かと考えています。 

   町における集落生活圏の機能維持を図っていく上で、地域運営組織等による地域運

営手法の有効性を確認するため、町集落地域全体の維持への波及を念頭に問寒別地域

をモデル地区として地域集落機能維持の取組を進めます。今年度は集落支援活動運営

事業において、地域おこし協力隊や集落支援員の活動をサポートするとともに、新た

な地域おこし協力隊の募集・増員を図ります。また、地域コミュニティ形成事業にお

いて、これまで実施した問寒別地域の住民、企業及び団体へのヒアリング調査等を通

じて把握した様々な地域課題を基に、道立総合研究機構などと連携しながら地域の現

状把握や確認、評価について地域住民等と情報の共有を図りつつ、集落の衰退に歯止

めをかけ、地域の暮らしや活動を維持するための指針等を示す地域づくりビジョンの

策定を進め、地域運営組織等の形成に取り組みます。 

   近年は、価値観の変化に伴い、田園回帰という動きが活発化しており、また、新型

コロナウイルス感染症を機にワーケーションやワークステイといった新しい日常の場

として農山村地域への関心が高まっています。このような社会環境の変化の中、まち

おこしや地域の活性化には、強力なエネルギーを持ち、固定観念に捕らわれない若者

や、旧来の価値観の枠組みからはみ出すことを恐れず、既成概念を壊すバカ者、組織

や地域の外にいて従来の仕組みを客観的に捉え新しい見方をするよそ者が、地域の変

革や創造的破壊に必要だと言われています。 

   町では、７年前から秘境駅など鉄道系資産活用等による交流人口の増加に取り組ん

できました。その中で、町の取組に共感した若者が本町へ移住し民泊を開業し、また

道外の学生が会社を起業して幌延町を拠点に活動を始め、彼らが有する人脈や人材を

活かして町内はもとより、道北地域の活性化に取り組んでいます。 

   このように交流人口は、まちとの関わりが深まることで関係人口へと深化し、移
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住・定住につながる可能性を有しますので、今後も人口減少を補う手段の一つとして、

その拡大に向けて取組を進めます。 

   国では地域おこし協力隊制度等により、都市部から過疎地域へ人を移住させる施策

を推進しており、町も地域運営の担い手として制度の活用を進めます。また、引き続

き移住情報ＰＲ支援センターホロカルを拠点に、まちへの移住に関連する情報の発信

を行うとともに、特産品販売等を通じて交流人口の増加に努めます。 

   幌延町における空家等対策を推進するため、庁内連携会議を設置して体制の確立を

図り、法定協議会の設置や空家等対策計画の策定等に向けた取組を進めるとともに、

遊休資産所有者や住民に対し空き家・空き地バンクへの登録や活用を呼びかけ、町内

における空き地や空き家の需給マッチングを進めます。また、民営賃貸住宅建設促進

助成事業及び定住促進持家住宅建設等奨励事業を継続し、賃貸住宅や持家住宅の取得

整備等を支援して定住・永住の促進を図ります。 

   社会・経済情勢が大きく変化し地方分権が進展する中、複雑・多様化するニーズや

課題に対し、柔軟で効率的な行政運営と質の高い行政サービスの提供が求められてい

ます。 

   住民サービスの向上と事務の効率化を図るため、自治体オンライン手続推進事業を

実施します。また、各種証明書のコンビニ交付制度等の周知とあわせてマイナンバー

カードの普及を進めます。 

   健全な財政運営を行うため、住民に分かりやすい財政情報をお知らせするとともに、

財源の確保に努め、適正な基金管理・町債管理を行います。今年度は公共施設等総合

管理計画の改訂を行うとともに、引き続き簡易水道及び下水道事業の公営企業法適用

に向けた取組を進めます。 

   宗谷圏域や西天北地域における地域課題の一体的・総合的な解決と、圏域全体の活

性化を図るため、関係市町村との連携協力を進めていきます。 

   次に、活力と賑わいを創るについて申し上げます。 

   北海道の農業・農村は、日本の食料生産基地として安全で良質な食料の安定供給と、

食料自給率の向上などの役割を担い、美しい景観や国土と環境の保全など多面的な機

能の発揮が期待されています。 

   幌延町も酪農王国北海道の一員として、その一端を担っていますが、本町の酪農畜

産を取り巻く情勢は、国際貿易交渉により国産乳製品に対する需給動向に不透明さが

増したことに加え、農村を支える担い手の減少や耕作放棄地発生の懸念、労働力不足

を背景とした生産性低迷への対応など、様々な課題に直面しています。 

   こうした中、将来を見据えた酪農畜産の持続的な発展と競争力の強化を図るために、

広大な土地資源を活かした飼料増産により飼料自給率を高め、飼料生産基盤に立脚し

た経営の確立と環境保全型・地域循環型生産構造の構築に向けて、草地畜産基盤の総

合的な整備を進めていくことが重要だと考えます。 

   問寒別地区においては、引き続き草地畜産基盤整備事業を実施し、草地整備改良、

暗渠排水の整備を進めていきます。農業用水道施設の改修が主となる道営畑地帯総合

整備事業は今年度が最終年度となりますが、幹線からの引込み施設の整備に向けて、

上幌延開進地区及び問寒別地区で給配水管改修工事を実施します。 
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   新たに農業用水道施設改修事業として、上幌延地区の漏水探査用量水器の新設及び

更新を行い、農道橋梁長寿命化改修事業として、吉川橋の補修工事を実施します。 

   農業用排水路及び農地機能の回復等を図る幌延地区国営総合農地防災事業について

は、事業の円滑実施に向けて協力していきます。また、農地防災事業の対象外となっ

た基幹的排水路については土砂除去を行い、支線や付帯排水路内の滞水状況を解消し

て、農地機能の保全と農作業の効率化を図ります。 

   耕作放棄地の発生防止と農業の持つ多面的機能を維持し増進させるため、中山間地

域等直接支払事業や多面的機能支払事業を推進します。 

   町営牧場については、農家からの預託頭数が減少傾向にありますが、農家の省力化、

低コスト化と本町の酪農を支える牛づくりのために重要な施設ですので、適切な飼育

管理に努めつつ、今後のあり方について検討していきます。 

   乳牛検定組合や生乳成分検査事業への補助により、乳質の改善を促し、良質な生乳

生産地化を図ります。 

   駄牛更新を進め、農業生産力の維持を図るため、農家への乳牛購入を支援します。 

   酪農・肉用牛増産近代化施設整備支援事業を継続し、生産施設及び機械設備の整備

に対する補助を行い、生産基盤の強化と近代化施設の整備による労働負担の軽減を図

ります。 

   また、地域全体で生乳生産量を維持するとともに、家族経営が難しくなりつつある

経営体への対応や地域農業の担い手の確保・育成といった課題解決策の一つとして、

農業法人の設立等について農協とともに検討を進めていきます。 

   新たに農業支援員活動事業を実施し、酪農担い手育成センターとの連携のもと、農

業支援分野の地域おこし協力隊を育成・支援することで新規就農を図っていきます。

また、新規就農者支援事業により、町内で新たに就農した農業経営者の自立と経営安

定を図ります。 

   新たに農業経営継承奨励事業を実施し、本町で農業を営む経営者が後継者へ経営を

継承する場合に奨励金を交付することで、後継者への円滑な経営継承を図るとともに、

後継者の早期かつ主体的な経営参画を促し、経営基盤と早期安定化や将来に向けた計

画的な投資により、経営基盤の強化と地域農業の持続的発展を図ります。 

   家畜ふん尿をバイオガスプラントで活用し、メタン発酵消化液として還元する環境

保全型の酪農業を推進します。 

   農協が実施する酪農ヘルパー事業に対する補助を継続し、労働負担の軽減と生産コ

ストの削減などを進め、経営体質の強化とゆとりある農業経営を推進します。 

   家畜伝染病救済対策事業を実施し、牛サルモネラ症等の家畜伝染病発生農場に対し、

生産者が相互で行う扶助を支援し、被災農家の経済的損失緩和を図ります。 

   森林の有する地球温暖化防止や災害の未然防止・国土保全、水源涵養、保健・保養

などの様々な公益的機能は、国民に広く恩恵を与えるものであり、適切な森林整備等

を進めていくことは、国土や国民の命を守ることにつながります。町では町有林整備

事業を継続するとともに、新たに豊かな森づくり推進事業を実施し、森林資源の循環

利用や森林の有する多面的機能の増進を図ります。また、森林環境譲与税基金を活用

して森林整備促進事業を実施し、民有林の整備を促進します。 
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   基幹林道雄興問寒別線は、複数箇所でクラックが発生し通行止めにしていますが、

今年度は更なる劣化を防ぐためのクラック補修と路面及び法面補修を実施します。 

   商工業は、人口減少や新型コロナウイルス感染症の影響による売上の減少に加え、

ネット通販の増加や消費・投資の町外流出などにより厳しい経営環境が続いています。

加えて、経営者の高齢化や後継者不足により経営の存続が危ぶまれる状況にあり、技

術者や従業員の確保の他、事業者の技術向上等を目指した経営発達支援や事業継続力

強化が大きな課題となっています。 

   商工会の役割・機能が十分に発揮できるよう支援するとともに、商工会と連携して

商工業者の経営力向上や事業継続、従業員の確保・育成に係る取組などを後押ししま

す。また、地域経済縮小対策として地域内消費促進緊急対策プレミアム商品券発行事

業や商工業応援スタンプラリー事業を支援して消費を喚起し、地域経済の域内循環促

進を図ります。 

   まちづくり事業により商工業者が行う新たな取組や起業を後押しするとともに、商

工業等振興促進事業を継続し、店舗、事務所、社宅などの新築や改修等を補助し、商

工業者の経営持続や開業を誘導します。また、新たに経営力強化につながる投資への

支援策として、商工業経営力強化実装支援事業を実施し、商工業者の経営基盤の安定

強化を図ります。 

   商工業人材育成支援事業及び雇用促進事業については、事業対象者の年齢引き上げ

等、所要の改正を行ったうえ、引き続き従業員の研修や資格取得、常用雇用者の増員

や確保に対して補助し、事業継承者や従業員の育成と人材確保を支援します。また、

今年度から新たに活力ある地場企業育成の観点から円滑な事業継承に資するため、町

内で商工業を営む個人又は法人を対象とした商工業事業承継支援事業を実施し、事業

者から経営を引き継ぎ、新たに経営をする後継者に対し奨励金を交付し、地域経済規

模の維持及び事業承継後の経営の安定化を図ります。 

   協働のまちづくり活動支援事業などにより、ほろのべの資源を活用した地場産品づ

くりや、特産品・お土産品開発への取組を支援します。 

   ふるさと応援推進事業は、地場産品づくりによる返礼品の充実を図りながら、ふる

さと納税の増収に努め、寄附者の期待に応えられるよう寄附金を適切に活用していき

ます。今年度も引き続き、北大天塩研究林及び酒造メーカーとの連携のもと、町産ミ

ズナラ樽を活用した酒類の商品開発及び商品ＰＲや販売を通じて、特産品としての定

着化を進めます。また引き続きワイン用ぶどうの試験栽培に取り組みます。 

   町では、幌延町が宗谷地域を訪れる観光客の交流点となり、地域資源を活かした体

験型観光サービスの提供等により、観光振興を通じてまちが潤い、元気になることな

どを基本理念とする幌延町地域振興計画を策定し、アクションプランにより、具体的

な取組を進めることとしています。 

   今年度は、まちの拠点に関する検討調査を行い、これまでの検討内容を整理すると

ともに、住民生活の利便性向上につながる機能やサービス、施設の運営方式のあり方

などに加え、更新等を要する公共施設との複合化なども視野に入れながら施設整備の

方針について検討を深めます。また、新たにアフターコロナに向けて、北宗谷地域へ

訪日外国人旅行者を誘客するための広域周遊モデルルート構築事業に参画します。 
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５０回目の節目を迎える名林公園まつりやスノーカイト大会は、新型コロナウイル

ス感染症の状況を勘案のうえ実施を判断することになりますが、開催支援を継続しま

す。 

   深地層の研究については、日本原子力研究開発機構が令和２年度以降の幌延深地層

研究計画に基づき推進しており、今後は深度５００メートルにおける研究や幌延深地

層研究センターの国際拠点化に向けた取組が進められる見込みです。町としては、こ

れまでの経緯や三者協定、深地層の研究の推進に関する条例を踏まえ、幌延での研究

成果が国内はもとより世界に向けて最大化されるよう、研究の推進に協力し支援して

いきます。また、幌延の地下研究施設は最終処分場としない場所で技術を磨くジェネ

リック地下研究施設であることや、研究の目的、得られた成果などに係る周知広報に

ついて継続して支援します。その他の調査・研究についても協定や条例の趣旨を踏ま

え、誘致又は受入れを図っていきます。 

   幌延地圏環境研究所では、昨年度から第３期長期計画期間に入り、これまで重点的

に研究を進めていた、地層中未利用有機物のバイオメタン変換技術が実用化試験段階

に移行し、幌延の地下環境から硫酸で呼吸する新種の細菌を発見するなど、有意義な

研究成果をあげており、引き続き研究の推進を支援していきます。また、研究所が入

居する産業・地域振興センターについては、空調及び換気設備等の改修を実施し施設

の利用環境の向上を図ります。 

   再生可能エネルギーについては、道北地域における有用な資源である風力エネルギ

ーを活用するため、民間事業者による送電網整備実証事業が令和５年度中の操業開始

に向け進められており、浜里地区における浜里風力発電事業も令和５年４月の運転開

始に向け、建設工事が実施されています。また、オトンルイ風力発電更新事業は令和

５年度の新設工事着手に向けて環境アセスメント、設計及び許認可に係る手続きが進

行中であり、風力発電事業への協力を通じて地域における環境保全やエネルギー自給

率の向上、温室効果ガス抑制などへの貢献を図っていきます。 

   幌延町バイオマス産業都市構想に基づき、家畜ふん尿を主原料とするバイオガスプ

ラント整備に係る検討を進めます。令和３年度は、町内全域がノンファーム型接続の

対象エリアとして示されたことにより、高電圧売電を前提としたプラント建設の実現

性が高まったことから、小規模循環型に加え、大規模集中型プラントシステムの構築

や活用方法について調査検討を行いましたが、その成果を踏まえて、今年度は集中型

プラントの建設及び運営主体の検討やふん尿輸送、消化液散布方式などの検討を行い、

町としての方向性を示したいと考えています。 

   新たな事業所の誘致については、立地の可能性を広げるために、空家等対策計画策

定の中で土地の利活用策も検討し、商工業振興施策と併せながら、情報提供に努め、

推進を図っていきます。 

   次に、健やかな暮らしを共にささえるについて申し上げます。 

   生活水準の向上と医療技術の進展などにより、生涯を通じた健康づくりや健康寿命

の延伸、医療体制充実に対する関心が高まっています。 

   町では第２期幌延町健康増進計画に沿って、自らの健康状態が良いと感じる人を増

やすことと健康寿命を延ばすことを二大目標として保健事業を推進し、町民の健康づ



 - 43 - 

くりを後押ししていきます。 

   母子保健事業では、妊娠・出産から子育てまで母と子の健康を確保できるよう、不

妊・不育症治療費助成事業や妊産婦健康診査助成事業、新生児の聴覚検査に対する助

成事業を継続します。また、母子の成長とともに生じる不安感や疑問等に対し、保健

師と管理栄養士が連携して健康相談に応じるなど、子育て支援センターとも協働しな

がら子育て支援を進めていきます。 

   疾病予防対策として、住民が健康に関する正しい知識を持ち、日常の運動や食生活

などの生活習慣を改善していけるようサポートするとともに、禁煙外来治療費の一部

助成を継続し、禁煙への取組を推進します。また、感染症に対する予防のためインフ

ルエンザなど各種予防接種費用の助成についても継続し、予防接種が適切な時期に安

心して受けられるよう努めます。 

   町民の自主的な健康づくり活動を進めるため、運動習慣定着を目的とした運動教室

や、健康的な食習慣を推進するための料理教室を実施するほか、いきいきブルピーポ

イント事業を推進します。 

   町民が安心して暮らせるよう、診療所スタッフの確保と医療施設及び機器の整備を

図り、初期医療と２４時間救急医療体制の確保に努めます。また、救急搬送を担う消

防や２次・３次医療機関、保健・介護機関との連携にも努めます。今年度は、国保診

療所における照明設備のＬＥＤ化を実施するとともに、検査機器と入院患者用浴槽を

更新します。併せて臨床検査システムを導入し、オンライン化することで所内オーダ

リングシステムの拡充を進めます。また、歯科診療所についても、歯科レーザー装置

等の更新を行い治療体制の充実を図ります。 

   身近な地域において、住民が世代や背景を超えてつながり、支え手や受け手といっ

た関係を超えて支え合い、様々な困難を抱えた場合でも社会から孤立せず、安心して

その人らしい生活を送れるよう、包括的に支援する地域共生社会の実現が求められて

います。 

   独り暮らしの高齢者等が地域で自立した生活ができるよう、高齢者生活支援事業に

より除雪や給食サービスを実施するとともに、町内の社会福祉法人と連携してホーム

ヘルプサービスや福祉有償運送サービスの提供を行います。 

また、昨年１１月から開始した高齢者等交通費助成事業は今年度も継続しますし、

新たに訪問看護サービスを提供できる体制を整えましたので、これらの利用に向けて

対象者への周知を図ります。 

   独居高齢者の安否確認や安全を守るため、緊急通報システムの設置や安心バトンの

配置を引き続き行うとともに、民生委員や民間事業者の方々と連携を図りながら、地

域で高齢者を見守る活動を推進していきます。 

   認知症などにより判断能力が低下しても、住み慣れたまちで安心して暮らし続けら

れるよう、成年後見支援センターと連携し市民後見人へのフォローアップと住民への

普及啓発や相談対応、申立等の支援に努めていきます。 

   介護保険事業は、令和３年度から５年度までを期間とする第８期幌延町介護保険事

業計画・高齢者保健福祉計画に基づき運営していくとともに、在宅生活支援サービス

や高齢期の居住環境の充実について検討を進めていきます。 
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   介護予防や重度化防止とともに、要介護者等が居宅や施設で適切なサービスが受け

られるよう、地域包括支援センターを中心に医療・保健福祉機関と連携し、地域住民

とも協働して包括的支援体制の構築に努めます。 

   介護予防・日常生活支援総合事業として、訪問型サービスや通所型サービスなどを

実施していますが、幌延福祉会と連携して実施している夕方デイサービスは、利用対

象者へのさらなる周知を図り、また、介護予防のために高齢者の心身・生活状況の把

握や相談支援に努めるとともに、作業療法士等を活用して閉じこもり予防のためのに

こにこ教室や、運動・口腔機能の向上を図るはつらつ教室を継続します。 

   包括的支援事業としては、住み慣れた地域での生活を送り続けられるよう、地域包

括支援センターを中心に随時相談に応じ、認知機能の低下がみられるケースについて

は、認知症初期集中支援チームを活用するなど関係機関と連携し、本人及びご家族の

生活状態や意向を確認しながら適切な支援体制につなげていきます。また、支援を必

要とする軽度・独居の高齢者を支える多様なネットワークづくりのため、ケア会議な

どを活用しながら検討していきます。 

   認知症総合支援事業では、認知症になっても安心して生活できる地域を目指し、住

民が認知症を正しく理解していく機会として、講演会ＶＲ認知症体験会を引き続き開

催します。 

   介護保険の被保険者が介護サービスの提供を受けるにあたり、どの地域でも、どの

事業所を選択しても、個人負担額に地域間格差が生じないよう、介護保険給付外交通

費助成事業を継続します。 

   施設介護の中心的施設である特別養護老人ホームこざくら荘は、収支不均衡が続い

ていますので、運営法人に経営努力を求めるとともに、運営費の一部と設備更新経費

等に対し補助します。 

   不足する介護職人材の確保のため、外国人介護福祉人材育成支援協議会への加盟を

継続し、介護福祉士資格の取得を目指す外国人留学生に対し奨学金の支援を行います。 

   子育てにおける負担感の増大や保育ニーズの拡大など、社会環境の変化により地域

全体で子育て家庭を支え、子どもを健やかに育む環境づくりが求められており、子育

て支援施策は第２期幌延町子ども・子育てプランに沿って総合的かつ効果的に推進し

ます。 

   安心して子どもを産み育てることができるよう、妊産婦の健康相談等の母子保健事

業や出産祝金及び養育手当支給事業などにより、妊娠期から子育て期にわたる切れ目

のない包括的な支援を継続します。 

   認定こども園や問寒別へき地保育所の運営体制を維持するとともに、研修により職

員の資質向上を図り、安心安全な保育サービスの提供に努めます。また、こども園や

保育所での生活や英語教育、自然体験学習、リズム教育など幼児期をとおして育まれ

てきたことが、小学校での生活や学習に円滑に接続されるよう、小学校との連携を図

っていきます。 

   放課後児童保育は、スタッフの確保に努めるとともに保護者と連携して安定的な運

営を図ります。 

   子育て支援については、子育て支援センターやファミリー・サポート・センターに
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係る利用者や会員向けの講習会などを実施し、子育てに関する相談や情報提供、交流

の場の提供などを通じて安心して子育てができ、そして気軽に利用できる環境づくり

に努めます。また、高校生までの子ども医療給付費事業や奨学資金貸付制度などによ

り、子育て期の医療や教育にかかる経済的負担の軽減を図ります。 

   障がい者福祉については、令和３年度から５年度までを期間とする、幌延町障がい

者総合支援計画に基づき、支援やサービス確保への取組を継続します。 

   障がい者やその家族が安心して生活できるよう、自立支援制度の普及啓発と相談支

援体制を維持するとともに、障がいの状態や家庭、住宅などの状況に応じたサービス

を提供していきます。昨年１１月から開始した在宅生活者の移動支援に資する、高齢

者等交通費助成事業は今年度も継続します。また、町内の福祉施設や事業者の方々と

連携しながら、障がい者の就労の場づくりと就労支援を図ります。 

   幌延町・天塩町・遠別町の３町で共同設置している子ども発達支援センターが安定

的に運営され利用者へのサービスが継続されるよう、２町と連携を図っていきます。 

   心身障がい者等が治療や検査を受ける場合や、自立支援や発達支援のために道内の

専門医療機関等へ通院又は通所する場合に、障がい者等の経済的負担軽減を図るため、

費用の一部助成を継続します。 

   知的障がい者の暮らしの場、生活支援の場となる幌延町立北星園やグループホーム

については、指定管理者である社会福祉法人との協定に基づき、業務が適切に管理運

営されるよう努めます。 

   低所得者の自立を図るため、関係機関と連携して生活困窮状態への支援や、生活保

護世帯の生活安定と自立に向けた相談・支援に努めます。また、高齢者世帯等の低所

得者世帯に対し、灯油価格高騰時の暖房用燃料購入費の一部助成を行う冬の生活応援

事業を継続します。 

   国民健康保険事業は、運営主体が市町村から都道府県に移り変わり、令和１２年度

を目途に全道の保険料負担の平準化が進められていく予定ですので、それまでに町内

加入者の保険税負担が激変しないよう考慮しながら、保険税率の改正に取り組んでい

きます。 

   次に、生きる力と文化を育むについて申し上げます。 

   人を支え、地域を支え、まちを興していくのは人であり、まちづくりの基本は人づ

くりにあると考えます。 

   情報通信技術の高度化に伴うＳｏｃｉｅｔｙ５.０の到来、グローバル化の進展、 

   新型コロナウイルス感染症の克服など、生活や社会の劇的な変化への対応が求めら

れる中、こうした変化を新しい時代の学びと働き方を実現する好機ととらえ、新型コ

ロナウイルス感染症への対応が続く中でも、誰もがどこにいても安心して学び続けら

れる教育環境を整えていきます。 

   また、地域社会が持続的に発展できるよう、学校と地域が連携・協働を深め、学び

と社会参画の好循環を生み出すことにより、地域創造の原動力となる教育を着実に推

進します。 

   学校教育では、子どもたちが、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる

他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を
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乗り越え、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、

個別最適な学びと協働的な学びを実現する授業改善やきめ細かな指導の充実に取り組

みます。 

   特に、国際社会の一員として外国語を使ってコミュニケーションが図れる能力・態

度の育成や、情報活用能力の向上を図るため、ＩＣＴ機器の効果的な活用に努めます。

さらに、特別な教育的支援を必要とする子ども一人一人の教育的ニーズに応じた指導

や支援に努め、インクルーシブ教育の充実を図ります。 

   社会教育では、町民が生涯を通して豊かに学び、生きがいを実感できるよう、幼児

から成年、高齢者まで、それぞれの年代に応じた学びの機会や学習成果の発表の場、

活動への支援や環境づくりに努めます。施設の改修においては、今年度は、総合スポ

ーツ公園野球場の地盤沈下による外構補修工事などを実施します。 

   未来の幌延町を担う子どもたちの健やかな成長と、創造性豊かな生涯学習社会の実

現に向けて、幌延町教育委員会の教育行政執行方針を尊重しながら、学校教育及び社

会教育を推進していきます。 

   次に、豊かな自然と安全を守るについて申し上げます。 

   産業経済活動の拡大や生活行動の広域化、地域間交流の活発化などにより、道路網

の整備は必要不可欠な基盤整備となっています。一方で、昭和から平成にかけて整備

された社会基盤の老朽化が進んでおり、安全確保に向けた点検と補修による長寿命化

が求められています。 

   名寄・稚内間の高速道路整備については、沿線自治体の協議により、未事業化区間

のうち中川～幌延間が防災や緊急搬送の観点から重点要望区間と位置付けられました

ので、関係自治体と連携しながら調査促進に向けて国へ要請していきます。 

   国道４０号の整備は、新天塩大橋が供用開始となり、接続する天塩防災事業や幌富

バイパス幌延インターの立体交差工事についても引き続き工事が継続されますので、

令和５年度中の供用開始に向けて国に要請します。 

   道道整備は、稚内幌延線の幌延郵便局前交差点から幌延小学校付近交差点までの詳

細設計が行われるため、車両や通学児童らの歩行者が安全に通行できるよう、事業の

推進に向けて北海道へ引き続き要請します。 

   町道整備は、駅前仲通線の道路改良等に向けた調査設計と３条仲通線の改良工事を

実施します。 

   橋梁は、２巡目の定期点検を２２橋実施し、橋梁長寿命化修繕計画に基づき五条橋、

白扇橋及び開原橋の補修工事を実施します。また、新規補修として六号橋の補修工事

と、新川橋及び留目橋の設計を実施します。 

   道路維持では、幌延９号線などのオーバーレイ舗装等を実施するとともに、児童・

生徒の安全で安心な通学路の確保のため、栄町８号線と栄町９号線、１条線の縁石補

修を実施します。また、ロータリー除雪車の更新を行い、適切かつ計画的に維持管理

を進めながら、道路交通の安全確保に努めます。 

鉄道は、宗谷本線の名寄・稚内間が維持困難線区となっており、持続的に維持して

いくための仕組みづくりが検討されています。沿線自治体などで構成する宗谷本線活

性化推進協議会では、利用促進や経費節減等の事業計画を推進しており、ＪＲ北海道
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は糠南駅など町内の無人５駅を廃止対象としましたが、地域における公共交通手段確

保や観光資源保全の観点から、当面は町が管理人員の確保と駅舎等の維持管理費を負

担することにより存続を図ることとしています。 

住民の生活交通対策については、新たに創設する地域公共交通活性化基金を活用し、

バス事業への補助を継続して生活交通路線等の確保を図るほか、地域公共交通運営事

業として、引き続き有償運送構築に向けた地域交通実証実験や、高齢者等の交通弱者

や自動車運転免許返納者の日常生活における利便性向上を目的とした、ハイヤー利用

運賃等助成制度を実施します。 

公営住宅の機能維持を図るために長寿命化改修を計画的に進め、今年度はこざくら

団地２号棟の屋上防水補修と外壁などの補修を実施します。 

名林公園については、樹木調査結果から危険と判断された樹木については伐採など

適切な処置を図ります。 

河川の維持管理については、原子の沢川における河床堆積土砂の除去を行い、河川

氾濫等による浸水被害の防止を図ります。 

簡易水道は、老朽化している施設や機器の更新を計画的に進め、水道水の水質保全

と安定供給に努めます。今年度は、町道３条仲通線、４条仲通線及び南２丁目線の配

水管布設替えを行います。 

公共下水道は、下水道ストックマネジメント計画に基づき、下水道管理センターの

電機計装設備更新と外壁補修に向けた設計を行い、適切な管理に努めていきます。な

お、簡易水道及び下水道事業については、引き続き地方公営企業法適用に向けた取組

を進め、令和５年度からの公営企業会計への移行を目指します。 

地球温暖化や海洋汚染等が世界的な問題となっており、ゴミ処理をはじめ資源循環

型社会の実現に向けた取組は、地球規模で考え、足元から行動していかなければなら

ない課題となっています。 

家庭などから排出される一般廃棄物の処理については、分別と再資源化によって一

般ゴミを減量化することにより、最終処分場の処理可能年数を延ばして、今後の費用

負担軽減を図っていくことが重要です。そのために適切なゴミの分別と排出について

西天北五町衛生施設組合と連携して住民に協力を働きかけていきます。また、同組合

では使用済み紙おむつと剪定枝などを混ぜて固形燃料を製造する施設サーマルリサイ

クルファクトリーが新たに稼働し、その燃料を燃焼するペレットボイラーが幌延福祉

会の特別養護老人ホームに設置されましたので、組合・福祉会・町の連携により燃料

の地域利用を図りながら、最終処分場の延命化とエネルギーの地産地消、脱炭素化を

推進していきます。 

斎場については、利用者の方々から頂いたご意見等について関係者と協議し、対応

可能な範囲で随時改善を図っていますが、様々な利用者に配慮した施設の在り方につ

いて、引き続き検討を重ねていきます。 

町民の生命と財産を守るため、消防・救急体制の整備を進めます。 

今年度は、幌延町消防団員の新型活動服を配備し、消防団の中核とした地域防災力

の充実強化を図ります。なお、消防等の車両や資機材については、機能維持が図られ

るよう計画的に更新していきます。 
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防災対策は、災害時の被害を最小化する減災の考え方により、住民の自助や共助意

識を高める防災教育や住民の避難に関することなど、平時における市町村の役割が増

しています。また、町としては洪水や土砂災害、地震、長時間停電など、突発災害へ

の対応力を備えることが重要課題であることから、町に防災専門員の配置を検討し、

防災意識を高める取組や防災教育を推進するとともに、自主防災組織と連携して避難

訓練などを進めていきます。また、水害や感染症、避難所に対応する備蓄の増強と、

情報伝達手段強化のための調査検討を行います。 

結びに。ポロヌプに開拓の鍬がおろされてから１２３年。鬱蒼とした密林に覆われ

た北の大地を開拓した先人たちの労苦は筆舌に尽くし難く、前人未踏の地に踏み込む

勇気と旺盛な行動力を持った開拓者魂、そして、どんな労苦や困難にも挫けない不撓

不屈の精神によって幌延町の礎が築かれ、私たちの今日の繁栄を享受しています。 

私たちは、北緯４５度の厳しい風雪に耐え、幾多の苦難を乗り越えて、今日のほろ

のべを築いてこられた偉大な先人に学び、感謝するとともに、その意志を受け継ぐべ

き者たちとして、開拓者魂と不撓不屈の精神をもって様々な課題に立ち向かい、ほろ

のべの２世紀目を切り拓き、築いていかなければなりません。 

みなさん、幌延町の未来創造に向かって、力を結集し歩みを進めようではありませ

んか。 

ここに、住民ならびに議員の皆様の、深甚なるご理解とご協力をお願い申し上げ、

令和４年度町政執行方針といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   ここで１４時４５分まで休憩いたします。 

(１４時３２分 休  憩) 

(１４時４５分 開  議) 

   休憩前に引き続き、会議を再開します。 

   教育行政執行方針については、教育長からの説明を求めます。 

教 育 長 木 澤 瑞 浩 君 

  令和４年第１回幌延町議会定例会の開会にあたり、令和４年度の教育行政に関する

執行方針を申し上げます。 

  現代の情報通信技術の高度化やグローバル化の進展、新型コロナウイルス感染症の

克服など、次代を担う子どもたちは、こうした社会の変化に主体的に向き合いながら、

自らのよさや可能性を認識し、多様な人々と協働しながら社会的変化を乗り越え、豊

かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる資質・能力を身に付けることが

重要です。 

  幌延町教育委員会は、地域社会が持続的に発展できるよう、学校と地域が連携・協

働を深め、学びと社会参画の好循環を生み出すことにより、地域創造の原動力となる

教育施策を着実に推進するとともに、新型コロナウイルス感染症対策に最善を尽くし、

本町の教育行政の充実・発展に取り組んでいきます。 

  第１学校教育について申し上げます。 

  子どもたちがこれからの時代を生きていくために必要となる資質・能力を発達段階

に応じて、確実に身に付けさせることが重要です。そのため、学習指導要領の趣旨・
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内容を踏まえ、主体的・対話的で深い学びの視点に基づく授業改善やＩＣＴの効果的

な活用を図り、個別最適な学びや協働的な学びの充実に努め、小中の系統性・連続性

を踏まえた学力保障の取組を推進します。 

１．確かな学力の向上。 

  子どもたちの確かな学力を育成するためには、基礎的・基本的な知識・技能を確実

に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

や主体的に学習に取り組む態度を育成することが重要です。 

  このため、全国学力・学習状況調査や北海道教育委員会チャレンジテスト、ＳＯＹ

Ａサポート等の客観的な調査分析を基に検証サイクルの徹底を図り、宗谷管内学力保

障プランＯＶＥＲ７０の達成を目指します。また、学力向上に向けて、児童生徒学力

向上支援事業や学校支援事業に取り組みます。 

  学習指導においては、言語能力の育成や理数教育の充実を図るため、小学校高学年

の教科担任制、習熟度別指導や個に応じた指導に取り組むとともに、１人１台端末を

はじめとするＩＣＴ機器やＡＩドリルなどのデジタル教材を効果的に活用し、子ども

たちが主体的に学ぶ授業を充実させます。また、北海道教育委員会授業改善推進チー

ム活用事業に取り組むとともに、小中交流学習や中学校教諭による小学校への乗り入

れ授業など、学びの系統性・連続性を踏まえた授業改善に取り組みます。 

  ２．豊かな心の育成。 

  子どもたちの豊かな人間性を育むためには、他人を思いやる心や生命を尊重する心、

公正さを重んじる心、自己肯定感等、自分の生き方を主体的に考えることができる力

を育成することが重要です。 

  このため、道徳教育においては年間指導計画に基づいた教材などを使用し、考え、

議論する道徳の授業づくりに努めます。また、北海道教育委員会の子どもの心に響く

道徳教育推進事業や人権教育研究推進事業に取り組みます。さらに、教育活動全体を

通じて、自己決定場面の設定、共感的な人間関係の構築、自己有用感を高める指導の

充実を図ります。また、豊かな感性や情操を育むため、各学校の朝読書などの充実を

図るとともに、電子図書の活用を進めます。 

  ３．健やかな体の育成。 

  子どもたちの健やかな体を育成するためには、運動やスポーツに親しむ機会や運動

の習慣化につながる取組を実施し、体力向上を図るとともに、子どもたちが生涯を通

じて、健康な生活を送る基盤を培うことが重要です。 

  このため、各学校においては、新体力テストや全国体力・運動能力、運動習慣等調

査の調査分析に基づき、体力向上プランを作成し、運動習慣の確立や体力向上に努め

るとともに、小学校体育エキスパート教員巡回指導事業を活用した体育科の授業改善

に取り組みます。 

  食育の推進においては、食に関する正しい知識と望ましい食習慣の定着に向けた取

組を進めるほか、食物アレルギー対応や衛生管理を徹底します。 

  健康教育については、教育活動全体を通じて、心の健康に関する指導や、発達段階

に応じた性に関する指導、感染症に関する指導等の充実に努めます。また、生活リズ

ムチェックシートを活用し、運動、学習、食事等が調和した生活習慣の定着を図りま
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す。 

  ４．特色ある教育の推進 

  子どもたちがこれからの変化の激しい社会を生き抜くためには、技術革新に対応す

る情報活用能力や国際社会の一員として求められているコミュニケーション能力など

を育成することが重要です。 

  このため、ＩＣＴを活用した教育については、子どもたちが情報技術を学習に活用

できるよう、ＩＣＴの特性を生かした授業内容の充実を図ります。 Ｗｅｂ会議シス

テムなどを活用し、ウポポイ民族共生象徴空間をはじめとする外部機関と連携した多

様な遠隔授業を推進します。さらに、１人１台端末を活用した家庭学習の充実に努め

ます。 

  外国語教育では、外国語指導助手や学習支援員等とのティームティーチングにより、

対話を通した音声に慣れ親しむ学習活動の充実に努めます。 

  また、小中一貫教育を目指し各教科はもとより、確実に身に付けさせたい情報活用

能力の育成などは、小中９年間にわたる学びの系統性・連続性を重視した指導の充実

に努めます。 

  さらに、幌延の自然環境や産業などを生かした体験活動、ふるさと教育の充実を図

るとともに、望ましい勤労観や職業観を育むため、外部講師による授業や社会科見学、

職場体験学習等、キャリア教育を推進します。 

  ５．地域と支え合う学校づくり。 

  子どもたちが多様な人々と関わり、様々な経験を重ねながら、これからの時代を生

きていくために必要となる資質・能力を身に付けるためには、学校はもとより、家庭

や地域社会が連携・協働して、それぞれが十分な機能を発揮することが重要です。 

  このため、教育課程の理念に基づき、子どもたちに必要な資質・能力を育む社会に

開かれた教育課程の編成に努めます。教育課程の編成・実施にあたっては、学校評価

を生かすとともに、地域の人的・物的資源の活用や社会教育との連携した体験的活動

の充実に努めます。 

  また、学校・保護者・地域住民が協働しながら、子どもたちの豊かな成長を支える

仕組みコミュニティ・スクール、学校運営協議会制度を活用した学校運営を推進しま

す。 

  ６．教職員の資質、指導力の向上。 

  教職員は、法令を遵守し、時代の要請に応じて、継続的に教職員としての資質・能

力の向上に努めることが重要です。 

  このため、北海道教育委員会が実施する北海道教職員研修計画に基づき、教職員の

キャリアステージに応じた研修会や、教科指導などの専門性を高める研修会への積極

的な参加を奨励します。また、幌延町教育研究所や幌延情報教育センターが主催する

実践的指導力を高める研修の充実を図ります。さらに、Ｗｅｂ会議システムなどを活

用し、大学やその他教育機関と連携した多様な研修会に取り組み、教職員の指導力の

向上に努めます。  

  教職員の服務規律の徹底については、不祥事や服務に関する資料を効果的に活用し、

職場研修や組織的な取組の充実を図ります。  
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  学校における働き方改革については、国や北海道の方針に準じた幌延町アクション

プランに基づき、業務改善を推進します。また、北海道公立学校校務支援システムを

活用し、事務の効率化を推進します。 

  ７．心の教育相談体制の推進。 

  いじめや不登校、児童生徒の様々な問題行動への対応は、未然防止と適切な実態把

握による早期発見を徹底し、組織的かつ迅速に対応することが重要です。 

  このため、幌延町いじめ防止基本方針に基づき、子どもたちの望ましい人間関係の

醸成はもとより、いじめに関するアンケートやより良い学校生活と友達づくりのため

のアンケート、計画的な教育相談を実施するとともに、保護者や専門機関と連携し適

切な対応に努めます。また、日常的な生徒の悩みや不安を和らげるため、子どもの心

サポート相談員を配置します。 

  子どもたちがネットトラブルの被害者や加害者にならないよう、インターネットの

利用における情報モラル教室の開催や家庭でのインターネット利用時間等のルールづ

くりを啓発します。 

  ８．特別支援教育体制の充実。 

  特別支援教育においては、共生社会の形成に向けて、障がいのある子どもと障がい

のない子どもが共に学ぶインクルーシブ教育の充実を図ることが重要です。 

  このため、幌延町特別支援教育連携協議会を中心に、北海道稚内養護学校や各関係

機関と連携し、教育相談の充実を図るとともに、幌延町子育てファイルや個別の教育

支援計画を基に長期的な視点で乳幼児期から中学校卒業まで、個に応じた的確な教育

的支援に努めます。 

  また、特別支援教育に関する教職員の専門性の向上や特別支援教育への理解を深め

るための特別支援教育セミナーを開催します。さらに、通常の学級においても支援を

必要とする児童のために、特別支援教育支援員を配置し、個に応じた指導の充実を図

ります。 

  ９．安全安心な教育環境の推進と就学支援。 

  学校においては、安全教育や安全管理の充実を図り、児童生徒の安全・安心を確保

することが重要です。 

  このため、交通安全や防犯・防災教育の充実を図り、児童生徒の安全確保に努めま

す。また、ＰＴＡや幌延町青少年健全育成連絡協議会、幌延町通学路安全推進会議等

の関係機関との連携・協働により、子どもたちを危険から守る取組に努めます。 

  学校施設や給食センターの修繕、維持管理に努め、子どもたちの快適で安全な教育

環境を確保します。スクールバス整備事業では問寒別地区に配置している、こざくら

号を更新します。 

  また、小中一貫教育の推進と今後の学校施設の在り方について検討を深めます。 

  さらに、経済的理由により就学支援を必要とする保護者に対しては、学用品費や給

食費等の援助制度の活用、進学する学生に対しては、奨学資金制度の活用啓発に努め

ます。 

  第２社会教育。 

  町民一人一人の自主的な学習や町民相互の学習活動・地域活動は、地域の連帯や教
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育力を高め、豊かな暮らしを支える基盤となるものです。それらの推進を図るため、

幌延町第７次社会教育中期計画の５つの柱に基づく社会教育事業を推進します。 

  １．幌延を知るための学びの場づくり。 

  町民一人一人が、生きがいのある充実した人生を送ることができるよう、乳幼児か

ら成年、高齢者が参加できる多様な学習機会の拡充や、その学習成果を生かすことが

できる環境をつくることが重要です。 

  このため、社会教育だよりや総合体育館だより、告知端末機等により情報を発信し、

各種事業の啓発や参加促進に努めます。 

  ふるさと幌延町の豊かな自然や産業などを理解し、伝承していく事業では、生涯学

習アドバイザーによる学習会や展示会の開催、親子・異世代交流などのふるさと自然

体験チャレンジ教室を開催します。 

  また、生涯学習の観点から、高齢者の学習機会として生きがい教室、一般町民を対

象とした英会話教室や映画観賞会等を開催します。 

  ２．地域の営みに参画できる仕組みづくり。 

  町民の社会参画活動を促進するためには、文化・スポーツ活動の充実や子育てを支

援する取組が重要です。 

  このため、文化・スポーツに親しむ環境づくりでは、文化活動を広める町民の自主

的な創作活動や地域の文化祭事業等を開催している幌延町文化協会や、運動に親しむ

機会や各種スポーツ大会等を開催している幌延町体育協会の取組を支援します。 

  芸術鑑賞機会の充実を図るため、今年度は小学生を対象とした学校舞台公演、町民

を対象とした舞台芸術鑑賞事業の開催、町民の学習成果の発表の場として、金田心象

書道美術館を活用したミニギャラリー展や音楽の夕べコンサートを計画しています。

また、運動に親しむ機会の充実を図るため、各種運動教室などを開催します。 

  家庭の教育力を高めるために、ボランティア活動やＰＴＡ活動等を支援していくと

ともに、子育て支援センターなどとの連携や地域人材の有効な活用に努めます。 

  ３．子どもたちの自立を促す環境づくり。 

  子どもたちの体験活動の充実や健全育成を推進するためには、地域の教育資源など

を生かした取組が重要です。 

  このため、子どもたちの体験活動や異年齢の交流活動を地域ぐるみで取り組んでい

る幌延町子ども会育成連絡協議会やワラベンチャー問寒クラブの活動を支援します。

ふるさとの自然とのふれあい事業や親子・異世代交流事業については、北大天塩研究

林や遊考会、町内の各サークルや各事業所等の協力を得ながら内容の充実を図ります。 

  また、子どもたちの体験活動の充実や豊かな感性を育むため、親子ふれあい人形劇

公演や異年齢の友達と交流する放課後子ども教室、長期休業中における望ましい生活

と学習習慣の定着を図るほろのべ朝活プロジェクト、学校と連携した各種スポーツ大

会・教室を開催します。 

  さらに、社会のリーダーとして地域づくりに参画する知識を学ぶジュニアリーダー

コースや、青少年の健全育成を目的とした少年の主張などへの参加を奨励します。 

  ４．次代に向けて挑戦し続ける風土づくり。 

  生涯学習活動を推進するためには、研修機会の充実や各種団体、事業所等が連携し
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た地域における協働の取組が重要です。 

  このため、生涯学習を推進する社会教育委員やスポーツ推進委員等の研修機会の拡

充やボランティアの研修会への参加を奨励します。また、北海道教育委員会が行って

いる家庭教育サポート企業等制度の周知や活用に努めます。 

  地域のコミュニティ活動の推進では、学校施設や社会教育施設の有効活用を進める

とともに、地域団体の活動を支援します。 

  生涯スポーツの推進では、スポーツ指導者の発掘や育成に努めるとともに、保健福

祉課保健グループなどと連携を図り、健康づくりを推進します。 

  ５．学習活動の拠点づくり。 

  生涯学習活動を推進するためには、社会教育・文化・スポーツ施設の設備や機能を

充実させることが重要です。 

  このため、幌延町生涯学習センターについては、隣接する国際交流施設と相互連携

を図りながら、町民が利用しやすい施設運営に努めます。また、問寒別生涯学習セン

ターについては、利用者のニーズを把握しながら、利便性のある施設運営に努めます。 

  図書室の利用促進については、第２次幌延町子どもの読書活動推進計画に基づき、

企画展や読み聞かせ会、ブックスタートの実施、北海道立図書館のインターネット予

約貸出サービスの活用を図ります。また、認定こども園や問寒別へき地保育所への移

動図書室を実施するとともに、学校への図書の団体貸出の充実に努めます。 

  社会教育施設の改修については、今年度、総合スポーツ公園野球場の外構補修工事

などを行います。 

  今後も安全で安心な施設の維持管理と施設運営に努めます。 

以上、令和４年度の教育行政に関する執行方針を申し上げましたが、本町の生きる

力と文化を育むまちづくりの推進に一層の努力を重ねる所存です。 

町民の皆様、町議会の皆様の一層のご理解とご協力を心からお願い申し上げ、教育

行政執行方針といたします。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

   以上をもって、「令和４年度町政執行方針」並びに「令和４年度教育行政執行方

針」を終わります。 

 

お諮りします。この際、 

日程第１７ 議案第９号「令和４年度幌延町一般会計予算」 

日程第１８ 議案第１０号「令和４年度幌延町国民健康保険特別会計予算」 

日程第１９ 議案第１１号「令和４年度幌延町国民健康保険診療所特別会計予算」 

日程第２０ 議案第１２号「令和４年度幌延町後期高齢者医療特別会計予算」 

日程第２１ 議案第１３号「令和４年度幌延町介護保険特別会計予算」 

日程第２２ 議案第１４号「令和４年度幌延町簡易水道事業特別会計予算」 

日程第２３ 議案第１５号「令和４年度幌延町下水道事業特別会計予算」 

の７件は、関連がありますので、会議規則第３７条の規定に基づき、一括議題にし

たいと思います。 

   これに、ご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案第９号から議案第１５号までの７件は、一括議題とします。 

議案第９号から議案第１５号までの提案理由の説明を求めます。 

副町長 岩 川 実 樹 君 

ただいま一括上程されました、議案第９号から第１５号までの、令和４年度幌延町

各会計予算につきまして、配布しております説明資料に基づいて概要を申し上げ、提

案理由の説明とさせていただきます。 

１ページをお開きください。 

はじめに、政府予算案に触れさせていただきます。 

国の令和４年度一般会計予算額は、歳入歳出１０７兆５,９６４億円で、前年度比

０.９％の増加となっております。 

政府は、新型コロナ対策に万全を期しつつ、成長と分配の好循環による新しい資本

主義の実現を図るとし、医療提供体制の確保やワクチン接種体制の整備など、感染拡

大防止に向けた予算を措置するとともに、成長戦略では、科学技術立国やデジタル田

園都市国家構想の実現に向けた研究開発やデジタル化を推進し、分配戦略では、診療

報酬等による対応を通じて看護・介護職等の処遇改善を図るとともに、成長分野を支

える人材育成など人への投資を推進するとしています。 

歳入の租税及び印紙収入につきましては、所得税や法人税等の増収を含め１３.

６％増の６５兆２,３５０億円を見込んでおり、公債金は３６兆９,２６０億円で、公

債依存度は３４.３％程度となっております。 

次に、地方財政計画ですが、歳入歳出規模は９０兆５,９１８億円で、前年度と比

較して０.９％の増となっております。 

歳入の地方交付税につきましては、１８兆５３８億円、前年度比３.５％の増加で、

地方税、地方交付税及び臨時財政対策債等の一般財源総額は、６２兆１３５億円で、

前年度比０.０３％の増となっております。 

次に、令和４年度幌延町各会計予算について、ご説明いたします。 

２ページをお開きください。 

予算の総括についてです。 

予算編成にあたりましては、住民の暮らしを支え安全安心を守ることを基本に、町

財政の健全性を考慮しながら、住民ニーズに応えるとともに、総合計画における重点

戦略の推進や公共施設の長寿命化、福祉の向上等を図るため、財源の配分を行いまし

た。 

人件費及び扶助費を除く消費的経費の予算編成につきましては、財源の効率的な活

用を図りつつ、くらしの安心安全や、生活・子育て・教育環境の充実に配慮した編成

といたしました。 

投資的経費につきましては、農業基盤整備事業や商工業の経営基盤安定強化事業な

ど、産業の振興に重きを置くとともに、道路橋梁等の改良と改修を進めることといた

しました。 

また、幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略として位置付けされる重点戦略に基
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づき、稼ぐ産業をつくるとともに、安心して働けるようにするやまちへ新しい人の流

れをつくる、結婚・出産・子育ての希望をかなえる等のソフト事業への取組も進める

こととしております。 

１の各会計別当初予算総括表をご覧ください。 

一般会計から下水道事業特別会計までの７会計の予算額合計は６０億９,３５３万

３千円で、前年度当初予算と比べ、３億９,７４１万３千円、７.０％の増となります。 

下の表、２の当初・繰越予算の状況をご覧ください。 

今定例会に提案し、令和３年度一般会計補正予算で繰越明許費として設定の１億９,

０９５万９千円が、令和４年度への繰越となります。 

この繰越を合わせますと、一般会計の合計は４８億９,０９５万９千円で、全会計

の合計は６２億８,４４９万２千円の予算規模となります。 

４ページをお開きください。 

５の各会計別地方債現在高です。 

３会計の令和４年度末合計残高は、前年度末より２,４１２万円増加して３８億５,

２９４万２千円を予定しております。 

６の各会計別基金現在高では４会計の令和４年度末合計残高は、前年度末より９,

３５３万９千円減少し、５８億９,８７７万４千円を予定しております。 

７の北海道市町村備荒資金組合納付金現在高は、前年度末より６０３万円増加し、

令和４年度末で１８億２,１０６万５千円を予定しております。 

６ページをお開きください。 

１０の各会計別人件費の状況です。 

会計年度任用職員を除く全会計１０５人の職員の人件費総額は、８億７１０万３千

円で、前年度当初予算と比べ１,１６２万円の増となります。 

一人当たり７６９万円で、共済費を除きますと一人当たり５９１万円になります。 

主な増減要因として、職員の会計間異動や採用等を見込み、給料で５１万９千円、

職員手当で７１万４千円の増加、共済費は３年に１度の退職手当組合事前納付清算金

支払いの年度であることから、５７１万６千円の増加を見込んでおります。 

８ページをお開きください。 

一般会計予算の概要について、ご説明いたします。 

令和４年度一般会計予算総額は、歳入・歳出それぞれ４７億円で、前年度当初予算

と比較して２億６,６００万円、６.０％の増となります。 

９ページは、歳入の内訳です。 

１款町税は、５億６,１８３万７千円の計上で、前年度と比べ１,３５２万１千円、

２.４％の減となります。 

これは、法人町民税や償却資産に係る固定資産税、町たばこ税の減少が主な要因で

す。詳細は、１２ページの（４）町税税目別収入の状況をご参照ください。 

１０款地方交付税は、普通交付税の交付実績等を勘案し、２億円増額して、２１億

７千万円の計上で、前年度と比べ１０.２％の増となります。 

普通交付税及び特別交付税等の内訳は、１３ページの（６）地方交付税等当初予算

額・決算額の推移をご参照ください。 
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１３款使用料及び手数料は、１億８,１０４万６千円の計上で、前年度と比べ１８

５万４千円、１.０％の減です。  

これは、道路占用料や放牧料の減少等が主な要因です。 

１４款国庫支出金は、２億６,２８８万５千円の計上で、前年度と比べ４５５万円、

１.８％の増です。  

これは、自治体オンライン手続推進事業に係るデジタル基盤改革支援補助金や道路

メンテナンス補助金の増加等が主な要因です。 

１５款道支出金は、２億６,７５０万１千円の計上で、前年度と比べ１４０万９千

円、０.５％の減です  

これは、豊かな森づくり推進事業や農業水路等長寿命化・防災減災事業に係る補助

金は増加しましたが、中山間地域等直接支払事業や農業次世代人材投資事業に係る補

助金の減少が、それを上回ったことが主な要因です。 

１８款繰入金は、２億９３１万円の計上で、前年度と比べ１,５４９万１千円、６.

９％の減です。 

繰入が減少した基金は、ふるさと創生基金、ふるさと応援基金、公共施設等整備基

金及びエネルギー施策等振興基金等で、合わせて５,７１６万５千円減少し、繰入が

増加した基金は、減債基、森林環境譲与税基金及び地域公共交通活性化基金で、合わ

せて４,１６７万４千円増加しました。 

なお、繰入金の詳細は、２０ページの（７）基金積立・取崩額及び充当事業をご参

照ください。 

２０款諸収入は、１億１,７２１万６千円の計上で、前年度と比べ８８８万円、７.

０％の減です。  

問寒別地区草地畜産基盤整備事業に係る受託事業収入や光ケーブル移設補償費の減

少が主な要因です。 

２１款町債は、６億２,６９０万円の計上で、前年度と比べ８,２７０万円、１５.

２％の増です。 

増減内訳は、増加では、建設機械整備事業、上幌延開進地区農業用水道施設改修事

業、問寒別地区道営畑地帯総合整備事業、こざくら荘浴場設備改修支援事業、医療機

器等整備事業等に係る町債が増加し、減少では、高規格救急自動車等整備事業及びこ

ざくら荘車両購入事業の完了に伴う町債の減少や、臨時財政対策債の減少が主な内容

です。内訳は、１９ページの（６）町債の発行事業をご参照ください。 

次に、歳出の内訳について、ご説明いたします。 

１４ページをお開きください。 

（１－１）歳出款別予算額の内訳です。 

１款議会費は、４,８９４万４千円で、前年度と比べ４５７万４千円、８.５％の減

です。議員報酬、職員給料等のほか、今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響に

より前年度実施を見送った、道外への議員視察研修事業を計上しております。 

２款総務費は、７億１,９５４万８千円で、前年度と比べ６,００２万８千円、９.

１％の増です。 

主な事業として、情報通信施設運営事業、移住定住促進事業、地域コミュニティ形
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成事業、集落支援活動運営事業、公共交通対策管理費、基金管理事業等のほか、新規

事業として、自治体情報セキュリティ強化対策事業、自治体オンライン手続推進事業、

公共施設等総合管理計画策定事業を計上しております。 

３款民生費は、７億２,１８６万５千円で、前年度と比べ９０４万円、１.２％の減

です。 

主な事業として、こざくら荘支援事業、老人福祉管理費、認定こども園管理費、放

課後児童クラブ運営事業、出産祝金及び養育手当支給事業等のほか、新規事業として、

高齢者等交通費助成事業と訪問看護に係る費用を計上しております。 

４款衛生費は、２億７,６３５万６千円で、前年度と比べ２,２０５万１千円、８.

７％の増です。 

主な事業として、公衆浴場管理費、母子保健事業、予防事業、保健推進事業、町立

歯科診療所運営事業等のほか、新規事業として、保健センター改修事業を計上してお

ります。 

６款農林水産業費は、８億４９２万９千円で、前年度と比べ１億２,３３８万５千

円、１８.１％の増です。 

主な事業として、中山間地域等直接支払事業、町営牧場管理費、草地畜産基盤整備

事業、生乳生産拡大事業、農業用水道施設改修事業、町有林整備事業、有害鳥獣駆除

等のほか、新規事業として、農業支援員活動事業、農業経営継承奨励事業、農道橋梁

長寿命化改修事業、豊かな森づくり推進事業、林道のクラック補修経費を計上してお

ります。 

７款商工費は、１億５,１７４万２千円で、前年度と比べ２８４万５千円、１.９％

の増です。 

主な事業として、中小企業融資事業、商工業等振興促進事業、トナカイ観光牧場管

理委託事業、食ブランド創出・まちの拠点計画調査事業、幌延町・豊富町広域観光促

進事業等のほか、新規事業として、商工業経営力強化実装支援事業や商工業事業承継

奨励事業等を計上しております。 

８款土木費は、８億２００万４千円で、前年度と比べ１億２,６８６万５千円、１

８.８％の増です。 

主な事業として、町道の改良・補修や除雪等の維持管理費、橋梁と公営住宅の長寿

命化改修事業等のほか、新規事業として、建設機械整備事業、河床堆積土砂除去事業

等を計上しております。 

９款消防費は、１億３,６６９万９千円で、前年度と比べ４,４２０万６千円、２４.

４％の減です。 

北留萌消防組合負担金及び防災対策事業が主な事業となりますが、消防組合負担金

には、新規に消防団員活動服の購入費用分が含まれております。また、防災対策事業

には、感染症対策用品等の購入予算を計上しております。 

１０款教育費は、４億４７５万８千円で、前年度と比べ３,２６０万８千円、８.

８％の増です。 

主な事業として、各小中学校又は社会教育施設に係る運営管理費、情報教育研究や

特別支援教育、外国語教育の推進事業、スクールバス運行等のほか、新規事業として、
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学習支援活動経費補助、スクールバス整備事業、総合スポーツ公園改修事業、町民プ

ール補修事業等を計上しております。 

１２款公債費は、地方債の償還等で、６億１,８１５万３千円の計上、前年度と比

べ４,３９６万２千円、６.６％の減です。 

２２ページをお開きください。 

（９）は、一部事務組合への負担金の状況です。 

西天北五町衛生施設組合及び北留萌消防組合幌延支署分の負担金内訳を整理してお

ります。 

西天北五町衛生施設組合につきましては、普通建設事業費として新規にクリーンセ

ンター屋上防水改修事業の実施を見込み、当町の負担金は前年度と比べ３００万４千

円増加し、７,８５５万９千円となります。 

２３ページの北留萌消防組合につきましては、投資的経費として消防団員の新型活

動服購入費が計上されておりますが、消防施設費が前年度より減少したことに伴い、

当町の負担金は４,２１５万７千円減少し、１億２,８４５万３千円となります。 

２４ページをお開きください。 

（１０）は、地方消費税交付金のうち社会保障財源化分３,１１０万円が充てられ

る社会保障経費及び施策に要する経費の内訳です。 

２５ページから３１ページまでは、繰越事業も含めた令和４年度の主な事業の概要

を整理しております。 

３２ページをお開きください。 

（１３）は当該年度の事業のうち、まち・ひと・しごと創生総合戦略事業に係る事

業と予算額を整理し再掲しており、予算総額は２億７,５３８万９千円の計上で、前

年度と比べ２,８９７万３千円の増加です。 

次に特別会計予算の概要を申し上げます。 

３３ページをお開きください。国民健康保険特別会計です。 

歳入歳出予算総額は、４億２,０５８万７千円で、前年度と比べ８,５３３万１千円、

２５.５％の増となります。 

歳入の国民健康保険税は７,６５３万１千円で、前年度と比べ４１５万３千円、５.

７％の増となります。 

道支出金は３億４９８万円を見込み、前年度と比べ９,３２０万１千円、４４.０％

の増となります。 

歳出では、保険給付費が２億１,２４８万７千円で、前年度と比べ６,６３３万３千

円、４５.４％の増となります。 

国民健康保険事業費納付金は１億７６万１千円を見込み、前年度と比べ５３２万８

千円、５.０％の減となります。 

中段、（２）管理運営等の状況ですが、年間平均の被保険者数は５７８人、加入世

帯数は３３７世帯を予定しております。 

１世帯当たりの保険税現年度課税額は２４２,７６８円で、前年度と比べ３万１,１

７６円増額、被保険者一人当たりの保険税現年度調定額は１４万１,５４４円で前年

度と比べ１万９,９７６円増額となり、歳入総額に占める国民健康保険税の割合は１
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８.２％となります。 

３４ページをご覧ください。国民健康保険診療所特別会計です。 

歳入歳出予算総額は、３億８,１９３万８千円です。 

歳入のうち、入院料は２,５３６万９千円で歳入全体の６.６％を構成し、外来診察

料は７,００１万３千円で歳入全体の１８.３％を構成します。 

歳出のうち、診療所業務費は１億４,１９５万８千円で、前年度と比べ９０５万円、

６.０％の減です。投資的経費として、医療機器等整備事業で２,３５０万９千円、照

明設備ＬＥＤ化改修事業で３３２万１千円を計上しています。 

中段、（２）管理運営等の状況ですが、１９病床のうち、１日平均の入院患者数は

６.０人で、１日平均の外来患者数は、５４.３人を見込んでおります。 

（３）繰入金の内訳をご覧ください。一般会計からの繰入金は、救急医療確保分や

不採算地区における診療所運営費分等に対する繰入として１億６,８６３万円で、国

保直診化に伴う国民健康保険特別会計からの繰入金７,１９６万８千円とあわせ、繰

入総額は２億４,０５９万８千円となります。 

３５ページをお開きください。後期高齢者医療特別会計です。 

歳入歳出予算総額は、４,５２６万６千円で、前年度と比べ１４７万８千円、３.

２％の減となります。 

歳入の後期高齢者医療保険料は、年間平均被保険者３７２人で、１,８１９万８千

円、前年度と比べ２６万２千円、１.５％の増となります。 

被保険者１人あたりの年保険料は、現年度調定分で４万８,９１９円となり、前年

度と比べ１,３２２円の減となります。 

歳出の後期高齢者医療広域連合納付金は、４,２３０万６千円で、前年度と比べ１

２８万４千円、２.９％の減となります。 

３６ページをご覧ください。介護保険特別会計です。 

保険事業勘定につきまして、歳入歳出予算総額は、２億２,７３７万２千円で、前

年度と比べ４５４万４千円、２.０％の減となります。 

歳入の介護保険料は、年間平均の第１号被保険者数６７３人で、４,１３９万４千

円と見込み、前年度と比べ２５３万５千円、６.５％の増となります。 

被保険者１人当たりの年保険料は、現年度調定分で６万１,２３９円となり、前年

度と比べ３,８５５円の増となります。 

歳出の保険給付費は、１億８,４８６万７千円で、前年度と比べ５９５万４千円、

３.３％の増となります。 

３７ページをご覧ください。介護サービス事業勘定です。 

居宅介護及び介護予防のサービス計画作成件数は４２０件を予定しており、歳入歳

出予算総額は７９７万２千円で、前年度と比べ１１万２千円、１.４％の減となりま

す。 

３８ページをお開きください。簡易水道事業特別会計です。 

歳入歳出予算総額は８,９７１万４千円で、前年度と比べ１,２５５万４千円、１６.

３％の増となります。 

歳入の水道使用料及び手数料は、月平均給水戸数を１,０２８戸、４,６５７万９千
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円と見込み、前年度と比べ１４１万６千円、３.０％の減となります。 

歳出の水道管理費は６,４２６万円で、前年度と比べ８９８万３千円、１６.３％の

増となり、水道整備費は２,１４４万９千円で、簡易水道施設改修事業費の増加によ

り、前年度と比べ１,３４２万２千円、１６７.２％の増となります。 

３９ページをご覧ください。下水道事業特別会計です。 

年度末の予定処理戸数は８４４戸とし、水洗化率は９７.６％、合併処理浄化槽設

置基数を１４２基と予定しております。 

歳入歳出予算総額は、２億２,０６８万４千円で、前年度と比べ２,４５８万３千円、

１２.５％の増となります。 

歳入の下水道使用料及び手数料は、３,７０４万１千円で、前年度と比べ９８万４

千円、２.６％の減、一般会計からの繰入金は、１億２,９４５万３千円で、前年度と

比べ１,９４６万７千円、１７.７％の増となります。 

歳出の一般管理費は２,３９４万７千円で、前年度と比べ４９２万８千円、１７.

１％の減。施設管理費は７,７９２万７千円で、前年度と比べ１,３０９万７千円、２

０.２％の増となり、施設整備費は４,４９３万４千円で、前年度と比べ１,８９８万

１千円、７３.１％の増です。 

主な事業は、下水道管理センター等長寿命化計画に基づく機器の更新等です。 

個別排水施設整備費につきましては、合併処理浄化槽３基の設置を見込み１,３９

４万７千円を計上しております。 

以上、一般会計ほか各会計予算案の概要を申し上げました。 

予算審議をとおして、議員の皆様からのご意見やご提言をいただくとともに、予算

執行につきまして、ご理解とお力添えを賜りますことをお願い申し上げまして、提案

理由とさせていただきます。 

議  長 高 橋 秀 之 君 

お諮りします。 

 本案は、議員全員をもって構成する「令和４年度 幌延町各会計予算審査特別委員

会」を設置の上、これに付託して、審査したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

   よって、本案は、議員全員をもって構成する「令和４年度 幌延町各会計予算審査

特別委員会」を設置の上、これに付託して審査することに決定しました。 

特別委員会は、委員会条例第７条第１項の規定に基づき、議長において招集するこ

ととし、委員長、副委員長の互選を行います。なお、委員会条例第７条第２項の規定

に基づき、年長の議員が行うことになっておりますので、よろしくお願いします。 

ここで、暫時休憩します。 

（１５時３７分 休  憩） 

（１６時５３分 開  議） 

   休憩を解いて、会議を再開します。 
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   本日の議事日程は、全て終了しました。 

   これにて、散会します。 

   なお、明日は午前１０時より会議を開きます。 

   本日は、大変ご苦労様でした。 

 

（１６時５３分 散  会）



 

 

 

  以上、相違ないことを証するため、署名議員と共に署名する。 

 

                    幌 延 町 議 会 議 長           

 

                    署 名 議 員   番           

 

                    署 名 議 員   番           

 

以上、記録する。          主 事  満 保 希 来  


